
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度の取組実績及び令和７年度の取組予定調査票 
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四日市市都市総合交通戦略協議会 

四日市市地域公共交通活性化協議会 

資料１－１ 



調査票番号 所属 事業名 戦略該当項目 交通計画該当番号・施策

No.1-1 支線バスの運行（支線バス路線の構築）
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－２)　①バス路線網の再編
ア　幹線・支線バス化の実証運行

１　中心市街地を中心とする将来公共交通網の明確化

No.1-2 企業版ふるさと納税等を活用したＥＶバスの導入
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－３）　①カーボンニュートラルに向けた取組の推進
ア　ＥＶバス・水素バスなどの導入

１８　ＥＶバス・水素バスなどの導入

No.1-3 連節バスの営業運行開始
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－３）　①カーボンニュートラルに向けた取組の推進
イ　連節バスの拡充

１９　連節バスの拡充

No.1-4 バス待ち環境の改善（西伊倉停留所）
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－１)　②公共交通の利用しやすい環境づくり
ア　バス待ち環境の改善

２６　バス待ち環境の改善

No.1-5 特別割引通学定期券
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－１)　②公共交通の利用しやすい環境づくり
イ　運賃制度の見直し・支払方法の利便性向上

２７　支払方法の利便性向上

No.1-6 バス環境定期券制度
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－１） ②公共交通の利用しやすい環境づくり
イ　運賃制度の見直し・支払方法の利便性向上

２７　支払方法の利便性向上

No.1-7 バス情報の見える化推進
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－１）②公共交通の利用しやすい環境づくり
エ　バス運行情報など利用者への情報提供サービスの強化

２９　バス運行情報など利用者への情報提供サービスの強化

No.1-8 バリアフリー化車両の導入推進
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－２）②車両のバリアフリー化
ア　ノンステップバス、ワンステップバスの拡充

１１　車両のバリアフリー化

No.1-9 こども環境教室　のって体験バスのエコ
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１） ②公共交通の利用や交通安全の教育
ア　公共交通の乗り方授業の開催

３３　公共交通の乗り方教室の開催

No.1-10 運転免許返納割引の拡充
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－３）①高齢者運転免許自主返納の促進

２５　高齢者運転免許自主返納の促進

No.2-1 鉄道軌道安全輸送設備等整備事業
（萱生変電所機器更新工事）

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ②地方鉄道、支線路線の維持
ア　鉄道施設の計画的な更新による運行サービス、安全性の強化

No.2-2 鉄道施設総合安全対策事業（老朽化対策）
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ②地方鉄道、支線路線の維持
ア　鉄道施設の計画的な更新による運行サービス、安全性の強化

No.2-3 ノンステップ連節バス導入
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－３） ①カーボンニュートラルに向けた取組の推進
イ　連節バスの拡充

１９　連節バスの拡充

四日市市都市総合交通戦略、四日市市地域公共交通計画に基づく令和6年度の取組実績及び令和7年度の取組予定調査票　一覧表

三重交通株式会社
四日市営業所

三岐鉄道株式会社
鉄道部

自動車部



調査票番号 所属 事業名 戦略該当項目 交通計画該当番号・施策

No.2-4 モバイル回数券の導入・運用
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－１） ②公共交通の利用しやすい環境づくり
イ　運賃制度の見直し・支払い方法の利便性向上

２７　支払方法の利便性向上

No.2-5 ノンステップバスの導入
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－２)　②車両のバリアフリー化

１１　車両のバリアフリー化

No.2-6 ノンステップEVバス導入
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－２)　②車両のバリアフリー化
戦略１－１－３） ①カーボンニュートラルに向けた取組の推進

１１　車両のバリアフリー化
１８　EVバス・水素バスなどの導入

No.2-7 四日市市市民総ぐるみ総合防災訓練
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進

No.2-8 三岐鉄道沿線ウォーキングイベント
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

２４　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

No.2-9 三岐線歴史電車運行
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

２４　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

No.3
特定非営利活動法人

生活バス四日市
生活バスよっかいちの運行事業

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－２)　①バス路線網の再編
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１） ①モビリティマネジメントの推進
ア　シンポジウムなど交通イベントの実施

１２　地域の発意で公共交通を活性化する仕組みづくり

No.4-1 首都直下地震・南海トラフ地震対策事業
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１) ③鉄道の安全性の確保
ア　跨線橋の耐震化

No.4-2 鉄道イベントの実施（きんてつ鉄道まつり、記念グッズ
発売）

戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

２３　グッズの作成・販売
２４　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

No.4-3 鉄道イベントの実施（ハイキング）
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

２４　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

No.4-4 鉄道イベントの実施（ハイキング）
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

２４　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

No.5 東海旅客鉄道株式会社 さわやかウォーキング
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１)　①モビリティマネジメントの推進
イ 鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

２４　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

No.6-1 伊勢鉄道の安全関連設備の計画的な維持・更新
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ②地方鉄道、支線路線の維持
ア　鉄道施設の計画的な更新による運行サービス、安全性の強化

No.6-2 公共交通の乗り方教室
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１） ②公共交通の利用や交通安全の教育
ア　公共交通の乗り方授業の開催

３３　公共交通の乗り方教室の開催

三岐鉄道株式会社
鉄道部

自動車部

近畿日本鉄道株式会社

伊勢鉄道株式会社



調査票番号 所属 事業名 戦略該当項目 交通計画該当番号・施策

No.7-1 企画乗車券（１箇年通学定期乗車券）
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－１） ②公共交通の利用しやすい環境づくり
イ　運賃制度の見直し・支払方法の利便性向上

２２　企画切符の販売

No.7-2 開業１０周年記念式典
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
ア　シンポジウムなど交通イベントの実施

２４　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

No.7-3 鉄道職員の作業体験「お仕事体験in内部車庫」
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

２４　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

No.7-4 グッズの作成・販売
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

２３　グッズの作成・販売

No.8
特定非営利活動法人
下野・活き域ネット

高齢者及び障害者の支援と生きがいづくり事業 １５　多様な輸送資源の活用検討

No.9
三重県立

四日市南高等学校
「四日市の街づくりを考える会（YTT）」との探究学習

戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－２） ②地域の発意で公共交通を活性化する仕組みづくり

１２　地域の発意で公共交通を活性化する仕組みづくり

No.10-1 交通状況に応じた最適な信号制御
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－２） ③バス運行の定時性の確保

No.10-2 交通事故防止対策
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－１－２)　②交通事故防止対策

No.10-3 交通安全教育
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１)　②公共交通の利用や交通安全の教育
イ　自転車交通安全教室の開催

No.10-4 交通安全教育
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１)　②公共交通の利用や交通安全の教育

No.10-5 高齢者運転免許自主返納の促進
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－３)　①高齢者運転免許自主返納の促進

２５　高齢者運転免許自主返納の促進

No.11-1 国道２３号　鈴鹿四日市道路の整備推進
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－１－１）　①幹線道路の整備

No.11-2 近鉄四日市駅交通ターミナル整備事業
戦略３　まちなかの賑わいづくり
戦略３－２－２） ①四日市バスターミナルの整備

２　四日市バスターミナルの整備

No.12
国土交通省

中部地方整備局
北勢国道事務所

国道１号北勢バイパスの整備促進
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－１－１） ①幹線道路の整備

国道交通省
中部地方整備局

三重河川国道事務所

四日市南警察署

四日市あすなろう鉄道
株式会社



調査票番号 所属 事業名 戦略該当項目 交通計画該当番号・施策

No.13
三重県地域連携・交通部

交通政策課
地域間幹線系統の運行に供するバリアフリ－車両の導入
に対する支援

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－２)　②車両のバリアフリー化
ア　ノンステップバス、ワンステップバスの拡充

１１　車両のバリアフリー化

No.14-1 （都）環状1号線（(県）四日市鈴鹿環状線バイパス）
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－１－１） ①幹線道路の整備

No.14-2 主要地方道　四日市朝日線　歩行空間の整備（あんしん
路肩）

戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－２－１)　①歩行空間の整備

No.14-3 一般県道富田停車場線（側溝工）整備
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－２－１)　①歩行空間の整備

No.15
公益社団法人

三重県バス協会
公共交通（バス）の乗り方授業の開催

戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１） ②公共交通の利用や交通安全の教育
ア　公共交通の乗り方授業の開催

３３　公共交通の乗り方教室の開催

No.16
一般社団法人

三重県タクシー協会
ユニバーサルタクシーの導入とユニバーサルドライバー
研修

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－２)　移動全体を支えるバリアフリー化の推進

１１　車両のバリアフリー化

No.17-1 駅前広場整備事業

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ②地方鉄道、支線路線の維持
戦略１－３－１） ①乗り継ぎ環境の整備
ア　駅前広場の整備（鉄道乗り継ぎ環境の整備）

９　駅前広場の整備

No.17-2 橋梁耐震化整備事業
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ③鉄道の安全性の確保
ア　跨線橋の耐震化

No.17-3 幹線道路整備事業
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－１－１)　①幹線道路の整備

No.17-4 幹線道路整備事業
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－１－１)　①幹線道路の整備

No.17-5 産業支援・生活拠点道路整備事業
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－１－２） ①渋滞箇所の改善

No.17-6 東海道整備事業
交通安全施設整備事業

戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－２－１)　①歩行空間の整備

No.17-7 自転車道整備事業
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－２－１)　②自転車通行空間の整備

No.18-1 レンタサイクル
戦略３　まちなかの賑わいづくり
戦略３－１－３） ①レンタサイクルシステムの充実

No.18-2 交通安全教育

戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１)　②公共交通の利用や交通安全の教育
イ　自転車交通安全教室の開催
戦略４－１－３)　②交通安全教室の開催

三重県
四日市建設事務所

四日市市都市整備部
道路管理課

四日市市都市整備部
道路建設課



調査票番号 所属 事業名 戦略該当項目 交通計画該当番号・施策

No.19-1
四日市市環境部

環境政策課
EVバス導入促進事業補助金

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－３）　①カーボンニュートラルに向けた取組の推進
ア　ＥＶバス・水素バスなどの導入

１８　ＥＶバス・水素バスなどの導入

No.19-2
四日市市環境部

環境政策課
エコ通勤の取組

戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１)　①モビリティマネジメントの推進
ウ　エコ通勤・エコ通学の推進

２０　エコ通勤・エコ通学の推進

No.20
四日市市健康福祉部

高齢福祉課
訪問型サービスＢ事業

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－２－１） ③ＮＰＯバスなどへの支援

１２　地域の発意で公共交通を活性化する仕組みづくり

No.21-1 三岐鉄道三岐線の鉄道施設更新、安全対策に向けた取り
組み

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ②地方鉄道、支線路線の維持
ア　鉄道施設の計画的な更新による運行サービス、安全性の強化

No.21-2 四日市あすなろう鉄道線　鉄道施設の更新、維持修繕
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ②地方鉄道、支線路線の維持
ア　鉄道施設の計画的な更新による運行サービス、安全性の強化

１６　公有民営方式での四日市あすなろう鉄道の運行継続

No.21-3 こにゅうどうくんライナー運行対策補助
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－２)　①バス路線網の再編
ア　幹線・支線バス化の実証運行

１　中心市街地を中心とする将来公共交通網の明確化

No.21-4 三岐鉄道ＢＲＴ推進検討会の開催

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－３)　①カーボンニュートラルに向けた取組の推進
ア　EVバス・水素バスなどの導入
イ　連節バスの拡充

１８　EVバス・水素バスなどの導入
１９　連節バスの拡充

No.21-5 市自主運行バスの運行
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－２－１)　①バス路線網の再編

１　中心市街地を中心とする将来公共交通網の明確化

No.21-6 河原田地区AIデマンド交通実証運行事業

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－２－１） ②支線バス路線網の再編
ア　交通不便地域などにおける支線バス路線、コミュニティバスへの
転換、予約型乗合タクシーなどの対策

１５　多様な輸送資源の活用検討

No.21-7 四日市市デマンドタクシー

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－２－１） ②支線バス路線網の再編
イ　市街化調整区域の公共交通不便地域におけるデマンドタクシーなど
の運行

１　　中心市街地を中心とする将来公共交通網の明確化
１４　市街化調整区域の公共交通不便地域におけるデマンド
　　　タクシーなどの運行

No.21-8
四日市市市民自主運行バス事業補助金及び
四日市市市民自主運行バス強化促進事業費
補助金
（ＮＰＯ法人生活バス四日市への補助金交付）

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－２－１） ③ＮＰＯバスなどへの支援

１３　地域の代表者向けノウハウ集の作成

No.21-9 四日市市バス待ち環境整備事業補助金
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－１)　②公共交通の利用しやすい環境づくり
ア　バス待ち環境の改善

２６　バス待ち環境の改善

No.21-10 四日市市モビリティ実証実験（自動運転導入検討会議）
戦略３　まちなかの賑わいづくり
戦略３－１－１） ①自動運転の導入に向けた取組推進
　　　　　　　   ②パーソナルモビリティの導入に向けた取組推進

５　自動運転の導入に向けた取組推進
６　パーソナルモビリティの導入に向けた取組推進

No.21-11 デジタルポイントラリー
（四日市スマートリージョン・コア推進協議会）

戦略３　まちなかの賑わいづくり
戦略３－１－２） ①MaaSの活用

３０　MaaSの活用

四日市市都市整備部
都市計画課



調査票番号 所属 事業名 戦略該当項目 交通計画該当番号・施策

No.21-12 中央通り再編事業
戦略３　まちなかの賑わいづくり
戦略３－２－１)　①中央通りの空間づくり
                 ②スマートシティに向けた取組

９　駅前広場の整備

No.21-13 四日市市環境フェアにおける公共交通の利用促進のため
の取り組み

戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１） ①モビリティマネジメントの推進
ア　シンポジウムなど交通イベントの実施

７　中心市街地のイベントとのタイアップ

No.21-14 赤堀ふれあいまつりでの四日市あすなろう鉄道利用促進
活動

戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

２４　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

No.21-15 四日市あすなろう鉄道を活用したまちづくり事業
（プロポーザル事業）

戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

２４　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

No.21-16 四日市あすなろう鉄道の利用促進の取り組み（イベント
列車）

戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

２４　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

No.21-17 バスの乗り方教室
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１） ②公共交通の利用や交通安全の教育
ア　公共交通の乗り方授業の開催

３３　公共交通の乗り方教室の開催

四日市市都市整備部
都市計画課



No.1-1,21-4

No.1-2

No.1-4,21-9②

No.2-1,21-1

No.21-5

No.21-4

No.21-9①

No.3,21-8

No.17-1

山城富洲原線

磯津高花平線

No.21-5

No.11-2,21-12
No.21-2

No.6-1

No.2-6

神前高角線

No.21-5

No.1-3

令和６年度の取組実績位置図（公共交通関係）

 No.1-1 , No.21-4 こにゅうどうくんライナー 

 No.1-2 連節バス（三重交通） 

 No.1-3 EV バス（三重交通） 

 No.1-4 , No.21-9② 西伊倉停留所（三重交通） 

 No.2-1 , No.21-1 萱生変電所（三岐鉄道三岐線） 

 No.2-6 EV バス（三岐鉄道） 

 No.3 , No.21-8 生活バスよっかいち 

 No.6-1 伊勢鉄道 

 No.11-2 , No.21-12 近鉄四日市駅周辺 

 No.17-1 阿倉川駅 

 No.21-2 四日市あすなろう鉄道 

 No.21-4 連節バス（三岐鉄道） 

 No.21-5 市自主運行バス 

 No.21-9① キオクシア正門前停留所 

キオクシア東門前停留所（三岐鉄道） 

   ― 市街化区域 

   ― 市街化調整区域 

 



No.14-1

No.11-1

No.17-3①No.12

No.17-7

No.17-5

No.17-2

No.17-3②

-

No.14-2

No.17-6

No.17-4
No.14-3

No.17-5②

令和６年度の取組実績位置図（道路関係）

 No.11-1 国道 23 号鈴鹿四日市道路 

 No.12 国道 1 号北勢バイパス 

 No.14-1 （都）環状 1 号 

（（県）四日市鈴鹿環状線バイパス） 

 No.14-2 （県）四日市朝日線 

 No.14-3 （県）富田停車場線 

 No.17-2 日永跨線橋 

 No.17-3① 小杉新町 2 号線 

 No.17-3② 泊小古曽線 

 No.17-4 垂坂 1 号線 

 No.17-5① 赤堀小生線 

 No.17-5② 霞ヶ浦垂坂線（羽津町交差点） 

 No.17-6 大矢知富田１号線 

 No.17-7 末永滝川線 

   ― 市街化区域 

   ― 市街化調整区域 

 



 

№　　　1-1

令和6年度の取組実績調査票

　令和２年１０月１日より四日市市とともに小型車両を使用し運行を開始し
た「こにゅうどうくんライナー」を継続して運行しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

路　線　名：こにゅうどうくんライナー
運行区間：県立総合医療センター～小山田病院
運行本数：平日４往復
そ の 他：〇県立総合医療センター、小山田温泉記念病院、四日市
　　　　　　南部医療モール三つの医療機関への通院利用等の需要
　　　　　　に対応
　　　　　〇イオンタウン四日市泊を乗り継ぎ拠点とし、四日市平
　　　　　　田線と接続

三重交通株式会社　四日市営業所

支線バスの運行（支線バス路線の構築）

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－２)　①バス路線網の再編
ア　幹線・支線バス化の実証運行

　四日市市とともに引き続き路線維持に努めてまいります。

事業内容

令和７年度の
取組予定

1 中心市街地を中心とする将来公共交通網の明確化
交通計画

該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名

11



 

№　　　1-2

令和６年度の取組実績調査票

事業名 企業版ふるさと納税等を活用したＥＶバスの導入

事業内容

令和７年３月に、カーボンニュートラル推進の一助として、四日市市等の協
力も得ながら、国内初のバッテリーＥＶ（ＢＥＶ）フルフラット路線バスの
いすゞ「エルガＥＶ」を導入しました。

令和７年度の
取組予定

　令和７年４月１日より、三重団地笹川線を中心に運行開始。

所属 三重交通株式会社　四日市営業所

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－３）　①カーボンニュートラルに向けた取組の推進
ア　ＥＶバス・水素バスなどの導入

交通計画
該当番号・施策

18 ＥＶバス・水素バスなどの導入

22



 

№　　　1-3

令和６年度の取組実績調査票

所属 三重交通株式会社　四日市営業所

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－３） ①カーボンニュートラルに向けた取組の推進
イ　連節バスの拡充

交通計画
該当番号・施策

19 連節バスの拡充

事業名 連節バスの営業運行開始

事業内容

　令和４年９月より近鉄四日市駅とキオクシア四日市工場を結ぶバス路線に
おいて連節バスの営業運行を開始しておりますが、令和６年度より、四日市
専属車両「GREEN LINER」を２両導入し、新たなダイヤで運行しております。
　連節バスの営業運行により、車内混雑の緩和（今回導入の連節バスは一般
的な路線バスの約１.６倍の定員）のほか、 効率的な輸送による CO2 排出量
削減など環境負荷の軽減効果も期待できます。

令和７年度の
取組予定

　今後は運行本数や運行内容を見直し、より快適にご利用いただけるよう、
検討しながら取り組んでまいります。

33



 

№　　　1-4

令和６年度の取組実績調査票

所属 三重交通株式会社　四日市営業所

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－１）　②公共交通の利用しやすい環境づくり
ア　バス待ち環境の改善

交通計画
該当番号・施策

26 バス待ち環境の改善

事業名 バス待ち環境の改善（西伊倉停留所）

事業内容

　西伊倉停留所において、老朽化等により劣化していた上屋・ベンチ等を四
日市市の協力により修繕し、利用しやすい環境整備を実施しました。

　　　　　　　修繕前　　　　　　　　　　 　　　　修繕後

令和７年度の
取組予定

その他老朽化等している待合環境整備についても随時実施予定

44



 

№　　　1-5

令和６年度の取組実績調査票

所属 三重交通株式会社　四日市営業所

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－１） ②公共交通の利用しやすい環境づくり
イ　運賃制度の見直し・支払方法の利便性向上

交通計画
該当番号・施策

27 支払方法の利便性向上

事業名 特別割引通学定期券

事業内容

　通学におけるバス利用促進を図るため、割引率の大きな定期券を継続して
販売しております。

令和７年度の
取組予定

　令和７年度も継続中です。

55



 

№　　　1-6

令和6年度の取組実績調査票

所属 三重交通株式会社　四日市営業所

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－１） ②公共交通の利用しやすい環境づくり
イ　運賃制度の見直し・支払方法の利便性向上

交通計画
該当番号・施策

27 支払方法の利便性向上

事業名 バス環境定期券制度

事業内容

　通勤・通学定期券でバスをご利用いただいているお客様が、土・日・祝日
のお出かけで、定期券の券面乗車区間外をご利用の際、割引運賃にてバスを
ご利用いただくことでバスの利用促進を図ろうとする制度です。
　また、マイカー使用を少しでも減らし、交通渋滞の緩和や排気ガスの抑制
などを図り、環境保全に努めようとする制度です。

令和７年度の
取組予定

　引き続き、公共交通の利用促進を図るとともに、環境保全に努められるよ
う継続中です。

66



 

№　　　1-7

令和6年度の取組実績調査票

所属 三重交通株式会社　四日市営業所

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－１） ②公共交通の利用しやすい環境づくり
エ　バス運行情報など利用者への情報提供サービスの強化

交通計画
該当番号・施策

29 バス運行情報など利用者への情報提供サービスの強化

事業名 バス情報の見える化推進

事業内容

　令和４年１０月１３日（木）より、公共交通の情報の見える化として、世
界２０億人以上が利用するＧｏｏｇｌｅマップに、当社路線バスのリアルタ
イムな位置情報の提供を開始し、経路検索結果に表示されるようになった。
　これまでバスロケーションシステムＷｅｂサイト「Ｂｕｓ－Ｖｉｓｉｏｎ
（バスビジョン）」にて、路線バスの現在位置を確認できるサービスや、自
社Ｗｅｂサイト及びＧｏｏｇｌｅ マップ、主要な国内の乗換検索プロバイダ
での時刻運賃検索を行ってきた。 今回、さらに路線バスのリアルタイムな位
置情報や到着予測時刻等をＧｏｏｇｌｅ マップに提供することにより、 国
内外問わず、三重県を来訪される多くの方の利便性が向上し、訪日外国人誘
客にもつなげていく。今後もデジタルを活用し、公共交通の見える化の推進
と地域活性化に貢献していく。

令和７年度の
取組予定

　引き続き、バスの見える化を継続・拡大していき、公共交通の利用促進と
して取り組んでいきます。

77



 

№　　　1-8

令和６年度の取組実績調査票

所属 三重交通株式会社　四日市営業所

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－２)　②車両のバリアフリー化
ア　ノンステップバス、ワンステップバスの拡充

交通計画
該当番号・施策

11 車両のバリアフリー化

事業名 バリアフリー化車両の導入推進

事業内容

令和６年度は、車いす及びベビカーに対応したバリアフリー車両の大型ノン
ステップバスを四日市営業所管内の路線で１両導入いたしました。

令和７年度の
取組予定

　引き続きバリアフリー化車両の導入を行なってまいります。

88



 

№　　　1-9

令和６年度の取組実績調査票

所属 三重交通株式会社　四日市営業所

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１） ②公共交通の利用や交通安全の教育
ア　公共交通の乗り方授業の開催

交通計画
該当番号・施策

33 公共交通の乗り方教室の開催

事業名 こども環境教室　のって体験バスのエコ

事業内容

　環境負荷の少ない公共交通について学び、バスの乗車体験を通じて、公共
交通の利用促進と環境保全意識の啓発を図るため、環境未来館、四日市市と
合同でバスの乗り方教室を実施。

令和６年９月１６日　　環境未来館・当営業所にて実施　　22名参加
令和６年１２月１０日　四日市市立高花平小学校にて開催　約60名参加

令和７年度の
取組予定

　引き続き実施予定
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№　　　1-10

令和６年度の取組実績調査票

所属 三重交通株式会社　四日市営業所

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－３） ①高齢者運転免許自主返納の促進

交通計画
該当番号・施策

25 高齢者運転免許自主返納の促進

事業名 運転免許返納割引の拡充

事業内容

　平成23年1月より65歳以上の運転免許返納者を対象にセーフティーパス（フ
リー定期券）を発売しておりましたが、平成29年3月より運転免許返納者を対
象にバス運賃割引制度を拡充しました。
　運転経歴証明書をお持ちのご本人と同伴者１名が半額運賃でご利用できる
ようになり、継続しております。
　また、今までのセーフティーパス（フリー定期券）の発売額を割引きし、
通用期間の販売期間を１ヵ月間、３ヵ月間を新たに設定し、６ヵ月間、１年
間の４種類からお選びいただけるよう実施しております。
※高速・空港バス・ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽは対象外です。

令和７年度の
取組予定

　引き続き、運転に不安を抱える方などの運転免許返納に向けた一助とし
て、また、運転免許返納者の公共交通の利用促進として取り組んでいきま
す。
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№　　　2-1

令和６年度の取組実績調査票

所属 三岐鉄道株式会社　鉄道部

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ②地方鉄道、支線路線の維持
ア　鉄道施設の計画的な更新による運行サービス、安全性の強化

交通計画
該当番号・施策

令和７年度の
取組予定

令和7年度は、本事業により下記の工事を実施する計画である。
　丹生川変電所機器更新工事
　三岐線車両更新工事

事業名
鉄道軌道安全輸送設備等整備事業

（萱生変電所機器更新工事）

事業内容

　三岐線萱生変電所の機器更新工事を実施した。
　これらにより、列車運行の安全性・安定性の確保が図られた。

左：配電盤更新（工事前）　　　　　　　　　　右：配電盤更新（工事後）

1111



 

№　　　2-2

令和６年度の取組実績調査票

所属 三岐鉄道株式会社　鉄道部

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ②地方鉄道、支線路線の維持
ア　鉄道施設の計画的な更新による運行サービス、安全性の強化

交通計画
該当番号・施策

令和７年度の
取組予定

令和7年度は、本事業により下記の工事を実施する計画である。
　橋梁塗装工事　6橋梁
　（東富田第二架道橋、中野第二開渠、三井開渠、第一北山代橋梁、
　　第二北山代橋梁、下山代橋梁）
　橋梁補修工事　1橋梁
　（西富田第三架道橋）

事業名 鉄道施設総合安全対策事業（老朽化対策）

事業内容

　老朽化対策の必要性が既に判明している施設のうち、緊急的に対応が必要
な設備として、三岐線の橋梁改修工事を行うものである。令和6年度は高見開
渠及び下松崎橋梁について、アンカーボルト補修及び橋梁塗装を実施した。

　
左：高見開渠補修（工事前）　　　　右：高見開渠補修（工事後）

左：高見開渠塗装（工事前）　　　　右：高見開渠塗装（工事後）
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№　　　2-3

令和６年度の取組実績調査票

所属 三岐鉄道株式会社　自動車部

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－３） ①カーボンニュートラルに向けた取組の推進
イ　連節バスの拡充

交通計画
該当番号・施策

19 連節バスの拡充

事業名 ノンステップ連節バス導入

事業内容

　高齢者・身体障害者の移動を円滑にする為、またラッシュ時の大量輸送を
可能にすることで利便性の向上の為、ノンステップ連節バス１両を導入し
た。

令和７年度の
取組予定

　バスの乗り方教室、ノンステップバス導入予定
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№　　　2-4

令和6年度の取組実績調査票

事業名 モバイル回数券の導入・運用

事業内容

令和７年度の
取組予定

 引き続き実施予定

所属 三岐鉄道株式会社　自動車部

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－１） ②公共交通の利用しやすい環境づくり
イ　運賃制度の見直し・支払い方法の利便性向上

交通計画
該当番号・施策

27 支払方法の利便性向上
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№　　　2-5

令和６年度の取組実績調査票

三岐鉄道株式会社　自動車部

ノンステップバスの導入

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－２)　②車両のバリアフリー化

　高齢者・身体障害者の移動を円滑にするため、大型ノンステップバス１両
を導入した。

　バスの乗り方教室、ノンステップバス導入予定

事業内容

令和７年度の
取組予定

11 車両のバリアフリー化
交通計画

該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名
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№　　　2-6

令和６年度の取組実績調査票

事業名 ノンステップEVバス導入

事業内容

　高齢者・身体障害者の移動を円滑にするため、また環境に配慮した小型ノ
ンステップEVバス1両を導入した。

令和７年度の
取組予定

　バスの乗り方教室、ノンステップバス導入予定

所属 三岐鉄道株式会社　自動車部

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－２)　②車両のバリアフリー化
戦略１－１－３） ①カーボンニュートラルに向けた取組の推進

交通計画
該当番号・施策

11
18

車両のバリアフリー化
EVバス・水素バスなどの導入
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№　　　2-7

令和６年度の取組実績調査票

所属 三岐鉄道株式会社　鉄道部

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進

交通計画
該当番号・施策

事業名 四日市市市民総ぐるみ総合防災訓練

事業内容

開催日：令和6年9月29日
場所：保々車両区構内

令和７年度の
取組予定
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№　　　2-8

令和６年度の取組実績調査票

所属 三岐鉄道株式会社　鉄道部

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

交通計画
該当番号・施策

24 鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

事業名 三岐鉄道沿線ウォーキングイベント

事業内容

開催日：令和6年5月25日
コース：東藤原～阿下喜
163名にご参加頂きました。
開催日：令和6年9月28日
コース：近鉄富田～大矢知
266名にご参加頂きました。くるべ古代遺跡をPR出来るコース設定で好評でし
た。

令和７年度の
取組予定

ハイキング大会を実施予定
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№　　　2-9

令和６年度の取組実績調査票

所属 三岐鉄道株式会社　鉄道部

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

交通計画
該当番号・施策

24 鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

事業名 三岐線歴史電車運行

事業内容

開催日：令和7年2月23日
コース：JR富田→西藤原→JR富田
58名にご参加頂きました。車内にて三岐鉄道の歴史講話及び貨物列車のみが
走行する区間がコース内にあるため大変好評でした。

令和７年度の
取組予定

三岐鉄道開業100周年（令和13年）まで毎年イベントを計画予定
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№　　　3

令和6年度の取組実績調査票

令和７年度の
取組予定

１．生活バス四日市の概要
　地域の新たな公共交通のニーズを開拓し、バスを活用した新しい生活スタイ
ルの確立と地域の活性化を図るため、平成１５年より「生活バス四日市」の運
行を始めた。生活バス四日市は、地域住民が主体となり、地域企業等の協力
（パートナーシップ）を得ながら、地域自身が求める公共交通を自分たちの手
で、企画運営を行っている。

２．運行概要
・運行経路：スーパーサンシ～東垂坂～垂坂公会堂～大谷台～いかるが～別名
　　　　　　～四日市羽津医療センター～大宮町～かすみがうら駅
・運行時間：午前８時から午後６時台
・運行本数：４往復／日
・運 行 日：週５日間（月～金（祝日・振替休日も）運行）
・運　　賃：１５０円／回
　
３．令和６年度運行実績
・運行日数：２６１日
・利用者数：１１，５５３人
・運賃収入：１，２４７，７５０円
・協賛金収入：３，６３５，５００円
・市補助金：（運行経費）６，７００，０００円
　　　　　　（利用促進）２，４４１，０００円

４．令和６年度利用促進事業
・生活バス沿線散策ツアー
・渡辺製麺所の協力により売上の一部が生活バスの協賛金になる販売コーナー
を設置

　協賛金を沿線事業者様にお願いするとともに、関係者と運行維持に取り組む。

特定非営利活動法人　生活バス四日市

生活バスよっかいちの運行事業

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－２)　①バス路線網の再編
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１） ①モビリティマネジメントの推進
ア　シンポジウムなど交通イベントの実施

12 地域の発意で公共交通を活性化する仕組みづくり
交通計画

該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名

事業内容

生活バス沿線散策ツアー 生活バス四日市販売コーナー
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№　　　4-1

令和6年度の取組実績調査票

事業名 首都直下地震・南海トラフ地震対策事業

事業内容

　国土交通省、三重県、四日市市と補助金の交付について協議を行い、
令和２年度から令和７年度にかけて橋梁の落橋防止対策工事を実施すること
となった。

　【令和２年度・令和３年度工事】
　　　名古屋線　川原町・阿倉川間　海蔵川橋梁　落橋防止対策工

　　　※令和２年度は準備工を施工し、令和３年度完工。
　　　※令和２年度に交付決定された補助金を令和３年度に繰越して
        実施した。
      ※令和４年度に四日市市から補助金の支払いを受けた。

　【令和３年度工事】
　　　名古屋線　海山道・新正間　　鹿化川橋梁　落橋防止対策工

　　　※令和３年度に工事を開始し、同年度完工。
　　　※令和３年度に補助金の交付決定がなされた。
      ※令和４年度に四日市市から補助金の支払いを受けた。

　【令和４年度工事】
　　　名古屋線　海山道・新正間　天白川橋梁　落橋防止対策工
　　　名古屋線　海山道・新正間　雨池川橋梁　落橋防止対策工
　　　※令和４年度に工事を開始し、同年度完工。
　　　※令和４年度に補助金の交付決定がなされた。
      ※令和５年度に四日市市から補助金の支払いを受けた。

　【令和５年度工事】
　　　名古屋線　楠・北楠間　鈴鹿川派川橋梁　落橋防止対策設計業務
　　　※令和５年度に工事を開始し、同年度完工。
　　　※令和５年度に補助金の交付決定がなされた。
      ※令和６年度に四日市市から補助金の支払いを受けた。

　【令和６年度工事】
　　　なし

令和７年度の
取組予定

 名古屋線　楠・北楠間　鈴鹿川派川橋梁　落橋防止対策工について施行す
る。

所属 近畿日本鉄道株式会社

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ③鉄道の安全性の確保
ア　跨線橋の耐震化

交通計画
該当番号・施策
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令和6年度の取組実績調査票

事業名 鉄道イベントの実施（きんてつ鉄道まつり、記念グッズ発売）

事業内容

・きんてつ鉄道まつり２０２４ in 塩浜・白塚
　【開 催 日】令和６年４月２０日（土）、２１日（日）
　【開催場所】塩浜検修車庫内特別会場および白塚車庫
　【来場者数　塩浜会場のみ】
　　　　　　　２０日 … ２，１０２人
　　　　　　　２１日 … １，３６０人
　　　　　　　合　計　　３，４６２人　（参考 白塚車庫　３，７８２人）

　【参加企業】三岐鉄道、伊勢鉄道、養老鉄道、四日市あすなろう鉄道、
　　　　　　　伊賀鉄道、京浜急行電鉄、日本貨物鉄道。名古屋鉄道、
　　　　　　　近鉄車両エンジニアリング、三重交通、長良川鉄道
　　　　　　　樽見鉄道、FactorISM

　【内　　容】鉄道の体験イベントや鉄道グッズの販売
　　　　　　　１.あなたも車掌「扉よし」
　　　　　　　２．「やってみよう」線路・電気の仕事
　　　　　　　３．駅名ビンゴ
　　　　　　　４．鉄道模型走行会
　　　　　　　５．洗車体験
　　　　　　　６．運転体験シミュレーター（PC）
　　　　　　　７．その他多数

　　　※参考 … 令和５年５月１３日
　　　　　　　　鉄道まつり2023 -Spring- in 塩浜
　　　　　　　　来場者数５，６０３人

令和７年度の
取組予定

　２０２５年５月１７日、１８日
　きんてつ鉄道まつり 2025 in 塩浜（今年は１会場）
　【開催場所】塩浜検修車庫内特別会場

所属 近畿日本鉄道株式会社

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

交通計画
該当番号・施策

23
24

グッズの作成・販売
鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

2222
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令和6年度の取組実績調査票

・いなべの美味しいものと「おふろcaféあげき温泉でととのう」
　（三岐鉄道合同企画）
　【開 催 日】令和６年５月２５日
　【スタート】近鉄　名古屋線 富田駅⇒三岐鉄道東藤原駅
　【ゴ ー ル】三岐鉄道・北勢線西桑名駅
　【距　　離】約７ｋｍ
　【参加者数】１６３名

・大矢知町でくるべかんが遺跡、そうめん、和菓子を堪能
　（三岐鉄道合同企画）
　【開 催 日】令和６年９月２８日
　【スタート】近鉄　名古屋線 富田駅
　【ゴ ー ル】三岐鉄道・三岐線　大矢知駅
　【距　　離】約４ｋｍ
　【参加者数】２６６名

・食欲の秋　東海道と和菓子めぐり
　【開 催 日】令和６年１１月１７日
　【スタート】近鉄　名古屋線　川原町駅
　【ゴ ー ル】近鉄　名古屋線　四日市駅
　【距　　離】約４ｋｍ
　【参加者数】１８７名

【令和７年度】
・4/5　いなべの桜・貨物鉄道博物館と
　　　　　「おふろcaféあげき温泉」でととのう
　　　　【参加人員】１１６名
・4/19　歴史の道と和菓子巡り
　　　　【参加人員】１５１名
・4/29　海山道神社から東海道へいつもと違う
　　　　コースを歩く（JR合同企画）
　　　　【参加人員】１，１５０名

事業名 鉄道イベントの実施（ハイキング）

事業内容

令和７年度の
取組予定

　今後も市と協力してお客様の集まる内容のハイキングを計画していきた
い。
　９月からのハイキングは現在計画中

所属 近畿日本鉄道株式会社

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

交通計画
該当番号・施策

24 鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施
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令和６年度の取組実績調査票

事業名 鉄道イベントの実施（ハイキング）

事業内容

・酒蔵みてある記　伊藤酒造「鈿女」
　【開 催 日】令和７年１月５日
　【スタート】近鉄　湯の山線 菰野駅
　【ゴ ー ル】近鉄　湯の山線 桜駅
　【距　　離】約６ｋｍ
　【参加者数】５５７名

・酒蔵みてある記　早川酒造部「天一」
　【開 催 日】令和７年２月９日
　【スタート】近鉄　名古屋線 富田駅
　【ゴ ー ル】近鉄　名古屋線 川越富洲原駅
　【距　　離】約５ｋｍ
　【参加者数】６３２名

・酒蔵みてある記　神楽酒造「神楽」
　【開 催 日】令和７年２月２３日
　【スタート】近鉄　湯の山線 伊勢川島駅
　【ゴ ー ル】四日市あすなろう鉄道　西日野駅
　【距　　離】約４ｋｍ
　【参加者数】５４７名

・酒蔵見てある記　丸彦酒造「三重の寒梅」
　【開 催 日】令和７年３月８日
　【スタート】近鉄　湯の山線 高角駅
　【ゴ ー ル】近鉄　湯の山線 伊勢川島駅
　【距　　離】約３ｋｍ
　【参加者数】６０８名

令和７年度の
取組予定

　今後も酒蔵と共に開催する「酒蔵みてある記」ハイキングを計画してきた
い。
　１２月から実施される酒蔵みてある記は、８月頃から計画予定。

所属 近畿日本鉄道株式会社

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

交通計画
該当番号・施策

24 鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施
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令和6年度の取組実績調査票

東海旅客鉄道株式会社

さわやかウォーキング

戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１)　①モビリティマネジメントの推進
イ 鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

令和６年１０月２０日（日）四日市駅⇒四日市駅
　２つの可動橋と旧みなとまち巡り（約５．１ｋｍ）
　参加者数：約１，２００人

　引き続き関係する四日市市をはじめ関係する箇所にも協力して頂きイベン
トを企画していく。
〇春のさわやかウォーキング予定
　令和７年４月２６日（土）近鉄・塩浜駅⇒ＪＲ・四日市駅
　（近鉄主催）海山道神社から東海道へ　いつもと違うコースを歩く
　　　　　　　（約７．６ｋｍ）

事業内容

令和７年度の
取組予定

24 鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施
交通計画

該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名

2525



 

№　　　6-1

令和６年度の取組実績調査票

伊勢鉄道株式会社

伊勢鉄道の安全関連設備の計画的な維持・更新

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ②地方鉄道、支線路線の維持
ア　鉄道施設の計画的な更新による運行サービス、安全性の強化

安全関連設備整備工事

<線路設備>
①まくらぎの更新（木まくらぎ⇒ＰＣまくらぎ／182本）
②まくらぎの更新（ＰＣまくらぎ⇒ＰＣまくらぎ／616本）
③のり面改良（河原田～鈴鹿駅間65.0ｍ）
④踏切道更新（神社前踏切の軌道）
<建築設備>
⑤停車場設備塗装更新（鈴鹿ｻｰｷｯﾄ稲生駅および東一身田駅の上屋塗装等）

<車両設備>
⑥車両の重要部検査(イセ103号）

工事の写真図

引き続き、伊勢鉄道の安全関連設備の計画的な維持・更新を進める。
①レール更新（同種更新：伊勢上野～河芸駅間、東一身田～津間　総950m）

②まくらぎの更新（PC⇒PC：東一身田駅～津駅間　数量138本）

③まくらぎの更新（木⇒合成：河原田駅～鈴鹿駅間、鈴鹿川橋梁　数量179本）

④落石防護設備（法面固定：河原田～鈴鹿駅間の50ｍ、格子枠ブロック等510㎡）

⑤橋りょう更新（河芸～東一身田間の2箇所。高佐架道橋と小川架道橋）

⑥車両の重要部検査（イセ104号）

事業内容

令和７年度の
取組予定

交通計画
該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名

②まくらぎ更新①まくらぎ更新

③のり面改良 ⑥車両の重要部検査
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令和６年度の取組実績調査票

所属 伊勢鉄道株式会社

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１） ②公共交通の利用や交通安全の教育
ア　公共交通の乗り方授業の開催

交通計画
該当番号・施策

33 公共交通の乗り方教室の開催

令和７年度の
取組予定

　引き続き、公共交通（鉄道）の利用促進が図れるよう、鉄道施設内利用時
の危険箇所指導や乗り方教室を実施していく。

事業名 公共交通の乗り方教室

事業内容

 公共交通の利用促進を図るため、伊勢鉄道では、沿線地域の自治会や小学
校、特別支援学校と共催し、子供たちに「踏切や線路の危険性の指導と鉄道
の乗り方教室」を実施。
また、高校生インターシップを活用し、公共交通利用の理解促進や交通の安
全を通して住み良い地域環境創生への意識高揚を図った。

<会社見学（車両見学、乗車体験等）>
　実 施 校：①令和6年4月25日　郡山小学校　約40名
　(参加数)　②令和7年1月24日　杉の子特別支援学校高等部　約30名
　　　　　　③令和7年2月27日,3月17日　桜島小学校2,3年生　約200名
　　　　　　④令和7年2月28日　神戸保育所　約40名
　実施時間：１時間程度
　実施場所：伊勢鉄道本社、車両庫、構内入換線、駅ホーム
　内　　容：伊勢鉄道の会社案内と利用促進に係るお話
　　　　　　鉄道施設の危険箇所や乗車時のマナーについてのお話
　　　　　　鉄道乗車体験（ワンマン列車の乗り方・車内放送、洗車体験）

<高校生インターンシップによる安全の教育>
　実 施 日：⑤令和６年７月～８月　３高校実施　延べ5名
　実施日数：各校２日間
　内　　容：オリエンテーション、駅営業、指令、設備清掃、検修、添乗
　　　　　　保線および信通・電力、徒歩巡回　等々

③小学生 ④保育児童 ⑤高校生インターンシップ
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令和６年度の取組実績調査票

●通学定期乗車券の利用促進と学生のお客様に割安でご利用いただくため、
６ヶ月通学定期券を２回購入するよりも割安で、再発行可能な「１箇年通学
定期券」を期間限定で発売した。

商品名　：１箇年通学定期乗車券
発売期間：令和６年３月１９日～５月３１日
有効期間：令和６年４月　１日～令和７年３月３１日
発売箇所：あすなろう四日市駅、内部駅
          但しIC1箇年通学定期券はあすなろう四日市駅のみ発売

【紙式定期券】

　
【ＩＣ定期券】

四日市あすなろう鉄道株式会社

企画乗車券（１箇年通学定期乗車券）

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－１） ②公共交通の利用しやすい環境づくり
イ　運賃制度の見直し・支払方法の利便性向上

令和７年度においても１箇年通学定期乗車券を発売
発売期間　令和７年３月１９日～５月３１日

事業内容

令和７年度の
取組予定

22 企画切符の販売
交通計画

該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名
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令和６年度の取組実績調査票

事業名 開業１０周年記念式典

事業内容

四日市あすなろう鉄道は、平成２７年４月１日に公有民営方式での運行を開始
し、令和７年４月１日で１０周年を迎えました。これを記念して、以下のとおり
式典を開催いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．日　時　　令和７年３月３０日（日）１０：２０～１１：１０
２．場　所　　あすなろう四日市駅
３．内　容　　主催者挨拶【四日市市長、あすなろう鉄道代表取締役社長】、
　　　　　　　来賓紹介、テープカット、記念列車出発式

令和７年度の
取組予定

　開業１０周年の記念グッズを作成・販売
　・記念入場券・乗車券セット
　・記念３連アクリルキーホルダー
　・記念クリアファイル

所属 四日市あすなろう鉄道株式会社

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
ア　シンポジウムなど交通イベントの実施

交通計画
該当番号・施策

24 鉄道バスを利用した観光イベントなどの実施
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令和６年度の取組実績調査票

事業名 鉄道職員の作業体験「お仕事体験in内部車庫」

事業内容

１．開催日　　令和6年5月5日（こどもの日）
２．開催時間　午前の部　10：00～12：00（最終入場11：30）
　　　　　　　午後の部　13：00～15：00（最終入場14：30）
３．会場　　　内部線　内部駅構内　内部車庫
４．体験内容
　　　　　　　(1)床下ピットウォーク
              (2)運転台見学（制服、制帽着用）
              (3)ポイント転換体験
              (4)扉開閉操作
              (5)放送体験
              (6)電車型ダンボール遊具
              (7)グッズ販売
５．参加人員
　　　　　　　午前の部　380名　　午後の部　245名【合計625名】

令和７年度の
取組予定

　あす鉄「お仕事体験in内部車庫」を令和７年５月５日子供の日に開催

所属 四日市あすなろう鉄道株式会社

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

交通計画
該当番号・施策

24 鉄道バスを利用した観光イベントなどの実施
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令和６年度の取組実績調査票

所属 四日市あすなろう鉄道株式会社

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

交通計画
該当番号・施策

23 グッズの作成・販売

事業名 グッズの作成・販売

事業内容

当社のオリジナルグッズを作成・販売することで、鉄道収入増加を図ると共
にグッズを所有し、使用していただくことで鉄道以外での露出を図り、当社
のPR効果向上に繋がる。
①はっぴ型キーホルダー     　　　②「追分あすな」アクリルキーホルダー

③「追分あすな」新クリアファイル　④追分あすなステッカー

⑤あすなろうネックストラップ

令和７年度の
取組予定

　開業１０周年の記念グッズを作成・販売
　・記念入場券・乗車券セット
　・記念３連アクリルキーホルダー
　・記念クリアファイル
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所属

戦略該当項目

交通計画
該当番号・施策

事業名

多様な輸送資源の活用検討

令和７年度の
取組予定

　年々利用者が増加しており、支援するボランティアを増員して、引き続き実施
していきたい。

令和６年度の取組実績調査票

特定非営利活動法人下野・活き域ネット

高齢者及び障害者の支援と生きがいづくり事業

事業内容

 下野・活き域ネットでは、主として下野地区の高齢者及び障害者の日常生活支援
の一環として、自動車5台を使った外出付添(移動支援)を実施している。
　外出付添は、病院等への通院が最も多く、令和６年度は1042件で、外出全体
(1285件)の81％を占めた。通院以外も、買物・地区市民センター･郵便局･美容室
と行先は多岐にわたっている。

15
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令和６年度の取組実績調査票

三重県立四日市南高等学校

「四日市の街づくりを考える会（YTT）」との探究学習

戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－２） ②地域の発意で公共交通を活性化する仕組みづくり

　「四日市の街づくりを考える会（YTT）」と生徒が公共交通機関の視点から
「四日市の街づくり」をテーマに探究学習を年間2回実施しました。
　街の状況把握、課題の洗い出し、解決方法について話し合い、意見をまと
める探究学習でした。
　生徒の参加者はのべ29名（第1回16名、第2回13名）でした。

詳細は本校ホームページで公開しています。

第１回（2月9日）
http://www.https://www.mie-c.ed.jp/hsyokk/02_educationcontents/03_inquiry/experience2024-

3.pdf

第2回（2月13日）
http://www.https://www.mie-c.ed.jp/hsyokk/02_educationcontents/03_inquiry/experience2024-
4.pdf

　引き続き、公共交通の観点から四日市の街づくりを探究していきます。

事業内容

令和７年度の
取組予定

12 地域の発意で公共交通を活性化する仕組みづくり
交通計画

該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名
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令和６年度の取組実績調査票

四日市南警察署

交通状況に応じた最適な信号制御

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－２） ③バス運行の定時性の確保

１　信号の表示時間の設定については、交通事故の発生、遅れ時間の
　増加、信号無視の誘発等の原因となることから、交通環境の変化に
　応じて、表示時間の設定を調整するなど、交差点の処理能力の改善
　を推進している。

２　信号施設等の維持に当たって、適宜、保守管理・点検を行うこと
　により、状態を適切に把握し、必要に応じて更新・修繕を実施して
　いる。

　信号機の在り方について、より一層の合理性を検討するとともに、最適な信
号制御と機器の更新を実施していく。

事業内容

令和７年度の
取組予定

交通計画
該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名
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令和６年度の取組実績調査票

事業名 交通事故防止対策

事業内容

１　横断歩道など、摩耗した路面標示の塗り直しを実施している。
２　経年劣化した交通安全施設等の立替えや、交通環境の変化により
　現場の交通実態に適合しなくなったり、必要性の低下した交通規制
　の見直しを推進している。

令和７年度の
取組予定

　社会情勢の変化や道路交通環境の変化等に応じた交通規制の見直しを進め
る。

所属 四日市南警察署

戦略該当項目
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－１－２） ②交通事故防止対策

交通計画
該当番号・施策

3535



 

№　　　10-3

令和６年度の取組実績調査票

事業名 交通安全教育

事業内容

　令和６年度中、四日市市内（四日市北・南・西署管内）において、良好な自
転車交通秩序の実現のため、小中学生を含むすべての年齢層の自転車利用者を
対象とした交通安全教室を４４回、３２８８名に対して実施した。

令和７年度の
取組予定

　引き続き、自転車利用者を対象とした交通安全教室を実施していく。

所属 四日市南警察署

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１)　②公共交通の利用や交通安全の教育
イ　自転車交通安全教室の開催

交通計画
該当番号・施策

3636



 

№　　　10-4

令和６年度の取組実績調査票

事業名 交通安全教育

事業内容

　令和６年度中、四日市市内（四日市北・南・西署管内）において、高齢者の
交通事故抑止のため、高齢者を対象とした交通安全教室を２５回、６２２名に
対して実施した。

令和７年度の
取組予定

　引き続き、高齢者を対象とした交通安全教室を実施していく。

所属 四日市南警察署

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１)　②公共交通の利用や交通安全の教育

交通計画
該当番号・施策

3737



 

№　　　10-5

令和６年度の取組実績調査票

25 高齢者運転免許自主返納の促進

事業名 高齢者運転免許自主返納の促進

事業内容

　運転免許の自主返納制度の広報については、高齢者対象の交通安全教室や広
報啓発活動を通じて実施している。
　令和６年中、四日市市内（四日市北・南・西警察署管内）で運転免許を自主
返納したのは２４３５人（昨年対比＋１３８７人）であり、うち高齢者は２３
３４人（前年対比＋１３３０人）であった。
※運転免許の自主返納とは、有効期限内の運転免許証を持っている方が、自身
の申し出により免許の取消しをする制度

令和７年度の
取組予定

　引き続き、運転免許の自主返納制度の広報を実施していく。

所属 四日市南警察署

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－３)　①高齢者運転免許自主返納の促進

交通計画
該当番号・施策

3838



 

№　　　11-1

令和６年度の取組実績調査票

国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所

国道２３号　鈴鹿四日市道路の整備推進

戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－１－１） ①幹線道路の整備

○概要
　鈴鹿四日市道路は、北勢バイパス（事業中）や中勢道路（事業中）と連続
し、三重県北勢・中勢地域の幹線道路がダブルネットワーク化され、四日市
港への物流を支援するほか、大規模災害発生時のリダンダンシーの確保に寄
与する主要幹線道路です。
　事業箇所は四日市市釆女町～鈴鹿市稲生町（延長7.5km）。
　令和２年４月事業化。

○令和６年度の事業内容
　関係機関協議、環境調査、水文調査、用地調査、測量

　関係機関協議、地質調査、環境調査、水文調査、用地調査、用地買収を推
進予定

事業内容

令和７年度の
取組予定

交通計画
該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名

3939



 

№　　　11-2

令和６年度の取組実績調査票

所属 国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所

戦略該当項目
戦略３　まちなかの賑わいづくり
戦略３－２－２） ①四日市バスターミナルの整備

交通計画
該当番号・施策

2 四日市バスターミナルの整備

事業名 近鉄四日市駅交通ターミナル整備事業

事業内容

○概要
　近鉄四日市駅交通ターミナル整備事業は、近鉄四日市駅における新たな交
通結節点として、３箇所に分散している路線バス・高速バスの乗降場を集約
し、歩行者の円滑な移動・乗換を支援する交通拠点を整備するとともに、駅
周辺と一体となった賑わい・歩行空間を創出し、憩いの場となる空間等を配
置し、駅周辺を一大交通拠点として人と物の流れや地域の活性化を促進する
ことを目的とした事業。
　事業箇所は四日市市浜田町１番～同町５番（延長0.3km）。
　令和３年４月事業化。

○令和６年度の取組内容
・令和７年３月「近鉄四日市駅バスターミナル検討部会」開催（第１１回）

令和７年度の
取組予定

　関係機関協議、改良工、橋梁上下部工を推進予定

4040



 

№　　　12

令和６年度の取組実績調査票

国土交通省 中部地方整備局 北勢国道事務所

国道１号北勢バイパスの整備促進

戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－１－１） ①幹線道路の整備

○目　的
　国道１号北勢バイパスは、四日市市を中心とする北勢地域のバイパスとし
て、国道１号等の渋滞緩和、災害に強い道路機能の確保及び地域活性化の支
援を目的に計画された道路である。
○概　要
　北勢バイパスは、三重郡川越町南福崎（国道23号）～四日市市釆女町（国
道１号）に至る延長21.0kmの幹線道路で、現在、三重郡川越町南福崎～国道
477号バイパスまでの12.6kmを暫定2車線（一部完成4車線）で開通している。
○令和６年度の事業内容
　令和７年３月１６日に市道日永八郷線～国道477号バイパス間の約4.1kmが
開通した。
　また、国道477号バイパス～四日市市釆女町（国道１号）間の約8.4kmにお
いて、環境等の調査、道路設計を推進。

　国道477号バイパス～四日市市釆女町（国道１号）間において、環境等の調
査、道路設計、用地幅杭の設置、用地調査を推進していく。

事業内容

令和７年度の
取組予定

交通計画
該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名

くす玉・テープカット 北勢バイバス

北勢バイバス

国道477号バイパス

4141



 

№　　　13

令和６年度の取組実績調査票

三重県地域連携・交通部交通政策課

地域間幹線系統の運行に供するバリアフリ－車両の導入に対する支援

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－２）　②車両のバリアフリー化
ア　ノンステップバス、ワンステップバスの拡充

地域間幹線系統の運行に供するバリアフリ－車両の導入について、四日市市
内を運行する四日市福王山線の車両をはじめとした、10台の車両の減価償却
費に対する支援を国と協調して実施した。

　引き続き国と協調して地域間幹線系統の運行に供する車両のバリアフリー
化を推進していく。

事業内容

令和７年度の
取組予定

11 車両のバリアフリー化
交通計画

該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名

4242



表６　車両の取得計画の概要
令和7年度

都 道 府 県
（ 市 区 町 村 ）

バ ス 事 業 者 等 名 補 助 対 象 車 両 数 車両減価償却費等に要する国庫補助額（千円）

三重県 三重交通株式会社 10 15,000

No.13 参考資料

4343



表７　車両の取得を行う事業者（車両減価償却費等国庫補助金）

１．車両取得の概要

初年度（令和 7 年度）

【購入車両減価償却費】
○事業者の減価償却方法（定率法or定額法）

【車両購入金融費用】
○事業者の返済方法（元利均等or元金均等）

【所要経費】 【負担者とその負担割合 】

円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％

円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％

円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％合計

都道府県 市区町村 その他の者 事業者自己負担 「その他の者」の
具体的概要負担額 負担割合 負担額 負担割合 負担額 負担割合 負担額 負担割合

6,000 3,000

ｶ＋ﾂ ﾖ＋ﾈ

計 0 0 千円 0

補助対象経費（千円）
国庫補助金

内定申請額（千円）

補助
ブ

ロッ
ク名

申請
番号

負担者とその負担割合

0.00% 円 0.0

0.00% 円 0.0

申請番号
金融費用補助
対象額（円）

償還期間
（月）

借入利率（％）
年利

ﾚと2.5％のうち
低い方の率

（％）
補助対象経費

国庫補助金内定
申請額（千円）

ﾍの額以内 ﾚ ｿ ﾂ ﾂ×1/2=ﾈ

0 44,058,000 44,057,998 6,000,000 0 6,000,000 8,811,598

1

6,000 千円 3,000 24,000,000

15,000,000

0 3,000,000 4,405,799 3,000,000 12

2 21,116,500 912,500 0 22,029,000 22,028,999

3,000,000

3,000,000

6,000,000計 42,233,000 1,825,000

21,116,500 912,500 0 22,029,000 22,028,999 15,000,000

12,000,0004,405,799 3,000,000 12

合計

0

円 1,500.0 12,000,0003,000,000

3,000,000 円 1,500.0

償却期間
（月）

補助対象経費

ﾍ

3,000,000

（定率法）
  ﾍ× (0.5or0.4)＝ﾄ
（定額法）ﾍ×0.2＝ﾄ ｶ×1/2=ﾖ ﾍ-ｶ=ﾀﾁ ﾄ＋ﾁ＝ﾇ ﾙ ｦ ﾜ

ｦ×ﾜ÷１２（月）=ｶ

国庫補助金
内定申請額

（千円）

＊残存価格
（円）

6 . 10 現金

定額法

申請番号

実費購入予定費（円）＊消費税を除く 実費購入予定費合
計額から備忘価格
を控除した額（円）

ﾎと限度額のう
ち少ない方の額

（円）

ﾛ ﾊ ｲ＋ﾛ＋ﾊ＝ﾆ ﾆ-1円=ﾎ

普通償却限度
額

特別償却額
（円）

償却限度額
（円）

事業者償却額
（円）

ﾇとﾙのうち少な
い方の額（円）

ｲ

車両価格 附属品価格 改造費

東海 2 松阪大石 26 ノンステップバス スロープ付き 標準 77 10.43

購入等予定
年月

購入等の種別
（現金、割賦、リース）

東海 1 水沢 3 ノンステップバス スロープ付き 標準 77 10.43 6 . 10 現金

事業者名 三重交通(株)

補助ブロック名 申請番号 確保維持路線名称又は区間 確保維持費国庫補助金
申請番号

車両の種別 乗車定員（人） 車両の長さ(m)

No.13 参考資料

4444



２年目以降（令和 8 年度）

【購入車両減価償却費】
○事業者の減価償却方法（定率法or定額法）※法令で認められた場合を除き、年度間での変更不可

【車両購入金融費用】
○事業者の返済方法（元利均等or元金均等）

0.0

計 0 0 千円 0

0.00% 円

0.00% 円 0.0

24,000 千円

補助対象経費
国庫補助金

内定申請額（千円）
（自） （至）

12 3,000,000 円3,000,000 4,554,275 3,000,0003,000,000 0

ｴ ﾃ ｱ ｱ×1/2=ｻ

申請番号
金融費用補助
対象額（円）

償還期間
（月）

今年度償還回数 借入利率（％）
年利

ｴと2.5％のうち
低い方の率

（％）

1224,000,000 0 24,000,000 35,447,924 24,000,000

ﾅの額以内＝ｺ

4,554,275 3,000,000

12,000 36,000,000

1,500.0 9,000,000

計 120,000,000 60,000,000

9 15,000,000 12,000,000 3,000,000 0 3,000,000 12 3,000,000 円 1,500.0 9,000,000

10 15,000,000 12,000,000

7 15,000,000 9,000,000 3,000,000 0 3,000,000 6,000,000

8 15,000,000 9,000,000 3,000,000 0 1,500.0 6,000,00012 3,000,000

4,371,992

3,000,000 円 1,500.0

3,000,000 4,405,699 3,000,000

12 3,000,000 円 1,500.04,408,699 3,000,000

3,000,000 4,390,496 3,000,000

12

3,000,000 円

円

3,000,000

6 15,000,000 6,000,000 3,000,000 0 1,500.0 3,000,00012

5 15,000,000 6,000,000 3,000,000 0 3,000,000 4,390,496 3,000,000

3 15,000,000 3,000,000 3,000,000 0 3,000,000

4 15,000,000 3,000,000 3,000,000 0

国庫補助金
内定申請額（千円）

ﾏ×1/2=ｹ ﾗ-ﾏ=ﾌ

3,000,000 4,371,992 3,000,000

3,000,000 円 1,500.0 0

ﾔ

償却限度額
（円）

事業者償却額
（円）

ﾉとｵのうち少な
い方の額（円）

償却期間（月）
補助対象経費

3,000,000 12

＊残存価格
（円）

012 3,000,000 円 1,500.0

前年度ﾌ（2年目の
みﾀ）の額＝ﾗ

（定率法）
  ﾗ× (0.5or0.4)＝ム
（定額法）ﾅ×0.2＝ム

ｸ×ﾔ÷１２（月）=ﾏ
（最終年度）ｸ＝ﾏｳ ﾑ＋ｳ＝ﾉ ｵ ｸ

東海 9 飯南波瀬（Ａ）、飯南波瀬（Ｂ） 22・23 24・25

東海 10 御座（Ａ）、御座（Ｂ） 29・30 30・31

定額法

申請番号

補助対象限度
額（円）

残存価額（円）
普通償却限度

額（円）
特別償却額

（円）

初年度ﾍの額＝ﾅ

東海 7 椋本 13 13

東海 8 宿浦（B) 31 33

東海 5 桑名阿下喜（B） 1 1

東海 6 榊原（A)、榊原（C) 10・11 10・11

東海 3 四日市福王山 2 2

東海 4 上野名張（A） 17 17

補助ブロック名 申請番号 確保維持路線名称又は区間
確保維持費国庫補助金申請

番号
当該年度 初年度

No.13 参考資料

4545



【所要経費】 【負担者とその負担割合 】

円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％

円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％

円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％

(1) 記載要領

    

 　(2) 添付書類
　　1.補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）の前々年度に係る旅客自動車運送事業等報告規則第２条第２項の「事業報告書」（補助金交付要綱第２編第１章第１節及び第２節に係 る経常費用を除く。）及びこれに関連する必要な事項を記載した書類
　　2.補助対象購入車両減価償却費及び当該購入に係る金融費用の根拠となる書類（（1）7,9,10関連）
　　3.標準仕様ノンステップバスを購入する場合には、認定書の写し
　　4.低床型車両のノンステップ型で、標準仕様以外の車両について補助を受けようとする場合には、その理由を記載した書類
　　5.移動円滑化のために必要な旅客施設又は車両等の構造及び設備に関する基準を定める省令第４３条に基づく適用除外車両の認定を受ける予定の車両にあっては、その旨を記載した自認書類（２年目以降の車両にあっては、認定書の写し。）
　　6.補助対象事業者ごとの、車両購入後の乗合バス事業用車両の状況見込（車両数、平均車令）

※１．平成１９年４月１日～平成２４年３月３１日までに取得した車両：保証率0.06249　改定償却率：1.000
※２．平成２４年４月１日以後に取得した車両：保証率0.10800　改定償却率：0.500
※３．上記１１．に記載した特例の償却率を適用する場合は、それに応じた保証率等を適用すること。

　13.自家用有償旅客運送の場合、普通償却限度額の欄は0.333（定率法）もしくは0.167（定額法）の償却率を適用すること。
なお、特例の償却率、改定償却率の取扱いについては１１．及び１２．の規定を準用する。（耐用年数６年の償却率、保証率、改定償却率とすること。）

かつ、同日以後の期間内に取得される減価償却資産に適用される償却率や、平成２４年３月３１日以前に取得された減価償却資産に適用される償却率については、０．４若しくは０．５のどちらかを選択により償却できるものとする。
　12.普通償却限度額（ム欄）は、補助対象限度額（ナ欄）に保証率を乗じた償却額との比較により下回る場合、残存価格（ラ欄）に改定償却率を乗じた償却額を普通償却限度額（ム欄）とする。

なお、改定償却率を乗じた償却額を普通償却限度額とした場合、次年度において償却を行う必要がある場合は、普通償却限度額（ム欄）は計算式によらずに前年度と同額とする。

 　3.「車両の種別」の欄は、ノンステップ型スロープもしくはリフト付き車両（標準仕様又はそれ以外の車両）、ワンステップ型スロープもしくはリフト付き車両の別がわかるように記載すること。
 　4.「乗車定員」の欄には、座席数（運転席を含む）に立席数を加えた数を記載すること。なお、立席は座席を除いた面積を１人当りの専有面積0.14平方メートルで除した数とする（道路運送車両の保安基準第24条、第53条）。
　 5.「車両の長さ」の欄は、小数点第１位（第２位以下切捨て）まで記載すること。
   6.【車両購入金融費用】の「補助対象経費」の借入利率は、実借入利率で算出した額を計上すること。（補助上限：年2.5%）
   7.【車両購入金融費用】は、売買契約書等によるほか、償還期間に係る償還表を提出すること。なお、初年度については見積書等の提出で足りることとする。
　 8.「補助申請額」の欄は、車両ごとに百円単位（0.1～0.9千円）まで記載することとし、合計の千円未満の端数は切り捨てること。
   9. 実費購入予定費については、見積書等によるほか、車両価格、附属品価格、改造費それぞれ区分した証拠書類を提出すること。なお、２年目以降の車両については、売買契約書等により確認することとする。
  10. リース車両についても当該記載要領を準用するが、リース総額の見積書・契約書によるほか、車両等価格及び金融費用相当額がわかるものを提出すること。
　11.【普通償却限度額】のト欄は、平成２４年４月１日以降に取得された減価償却資産で、定率法により償却される事業者については、０．４（定率法）の償却率を適用すること。但し、申請者の決算事業年度が、平成２４年４月１日前に開始し、

負担額 負担割合 負担額 負担割合

24,000 12,000

ﾏ＋ｱ ｹ＋ｻ 負担額 負担割合

合計

 　1.申請の概要は、補助申請車両１両ごとに申請番号をかえて記載すること。また、２年目以降も当該車両について補助申請を行う場合は、初年度以降の申請の概要を転記又は添付の上申請すること。（初年度にバス運行対策費補助金の交付を受けた車両に
ついても同様とする。）
 　2.「確保維持費国庫補助金申請番号」の欄には、補助申請車両の配車予定の運行系統に係る確保維持費補助金の申請番号を記載すること。

補助対象経費（千円）
国庫補助金

内定申請額（千円）
補助
ブ

ロッ
ク名

申請
番号

負担者とその負担割合

都道府県 市区町村 その他の者 事業者自己負担
「その他の者」の

具体的概要負担割合 負担額

No.13 参考資料

4646



 

№　　　14-1

令和6年度の取組実績調査票

三重県四日市建設事務所

（都）環状1号線（(県）四日市鈴鹿環状線バイパス）

戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－１－１） ①幹線道路の整備

（都）環状1号線（(県）四日市鈴鹿環状線バイパス）
　全体事業概要
　　延長　　　　：　約２．６km
　　全幅員　　　：　１１．２５ｍ　２車線（片側歩道）
　　（北工区　０．９ｋｍ　波木南台団地 ～ 内部川橋梁
                                            ～ 一般県道三畑四日市線）
　　（南工区　１．７ｋｍ　一般県道三畑四日市線～一般国道１号)
　　全体事業費　：　概算約７５億円（北工区＋南工区）
　　令和６年度事業内容
　　　・北工区
　　　　　道路土工、法面工、舗装工、防護柵工、標識工、照明灯工の実施
　　　　　【令和７年３月２３日供用】
　　　・南工区
　　　　　用地測量、道路設計業務の実施

・南工区
　道路設計、橋梁設計、地質調査業務、埋蔵文化財調査の実施

事業内容

令和７年度の
取組予定

交通計画
該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名

供用（釆女北工区）

4747



 

№　　　14-2

令和６年度の取組実績調査票

事業名 主要地方道　四日市朝日線　歩行空間の整備（あんしん路肩）

事業内容

　主要地方道　四日市朝日線（大矢知）　歩行空間の整備（あんしん路肩）
　全体事業概要
　　延長　：　約０．４６km
　　全幅　：　９．５ｍ（うち、あんしん路肩幅員：２．０ｍ～２．５ｍ）

　　全体事業費　：　概算約２．５億円
　　令和６年度事業内容
　　　・路肩整備（朝明川右岸）、測量・設計業務（朝明川左岸）

令和７年度の
取組予定

・路肩整備（朝明川右岸、橋梁部）

所属 三重県四日市建設事務所

戦略該当項目
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－２－１)　①歩行空間の整備

交通計画
該当番号・施策

4848



 

№　　　14-3

令和６年度の取組実績調査票

所属 三重県四日市建設事務所

戦略該当項目
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－２－１)　①歩行空間の整備

交通計画
該当番号・施策

事業名 一般県道富田停車場線（側溝工）整備

事業内容

一般県道富田停車場線　側溝工　L=425ｍ
                      舗装工 Ａ=634ｍ2
        樹脂系すべり止め舗装 Ａ=50ｍ2
　　　　　　　　　　（巾30cm）

令和７年度の
取組予定

―

4949



 

№　　　15

令和６年度の取組実績調査票

公益社団法人三重県バス協会

公共交通（バス）の乗り方授業の開催

戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１） ②公共交通の利用や交通安全の教育
ア　公共交通の乗り方授業の開催

公共交通の利用促進を図るため、三重県バス協会、三重交通㈱と合同で市民
向けの「バスの乗り方教室」を実施した。

実施日：①令和６年　９月１６日
　　　　　　四日市環境未来館
　　　　　　三重交通四日市営業所　　２２名参加
　　　　②令和６年１２月１０日
　　　　　　四日市市立高花平小学校　６０名参加

内容：①公共交通の利用促進
    　②バス乗車時のマナーについて
　　　③バス乗車体験・バスの乗り方について

　引き続き、公共交通（バス）の利用促進が図れるよう
乗り方教室を実施していきたい。

事業内容

令和７年度の
取組予定

33 公共交通の乗り方教室の開催
交通計画

該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名

5050



 

№　　　16

令和６年度の取組実績調査票

一般社団法人三重県タクシー協会

ユニバーサルタクシーの導入とユニバーサルドライバー研修

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－２)　移動全体を支えるバリアフリー化の推進

〇　三重近鉄タクシー株式会社
・ユニバーサルタクシー導入台数
　ジャパンタクシー　　６両
　シエンタ（ＵＤ）　１５両
・ユニバーサルドライバー研修
UDタクシーの導入にあたり、地域公共交通機関として積局的に高齢者や障害
者の輸送に取り組むことはもちろんのこと、あらゆるお客様に対して安全・
安心・快適な輸送サービスを提供するためユニバーサルドライバー研修を実
施した。
実施日　　　別紙
実施場所　　別紙
参加人数　　別紙
実施時間　各日とも９：００～１６：００
内　　容　①タクシーとバリアフリーそしてユニバーサル社会
　　　　　②お客様の接客にあたって
　　　　　③お客様の理解と接遇・介助の留意点
　　　　　④グループディスカッション
　　　　　⑤車いすの取り扱い方と乗車、降車（実地訓練）

〇　名鉄四日市タクシー株式会社
　　ユニバーサルドライバー研修
　①令和６年９月１８日　１９人実施
　②令和７年１月２２日　１７人実施

〇三重近鉄タクシー株式会社
　UDタクシー導入の都度、乗務員に対し、ユニバーサルドライバー研修を実
施していく。
〇名鉄四日市タクシー株式会社
　ユニバーサルドライバー研修について継続して実施していく。

事業内容

令和７年度の
取組予定

11 車両のバリアフリー化
交通計画

該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名

5151



２０２４年度ＵＤ講習実施実績

三重近鉄タクシー

実施日 参加人数 実施営業所

4月24日 2 津

5月20日 9 鈴鹿

6月10日 3 四日市

6月12日 5 伊勢

6月13日 2 伊勢

6月13日 2 伊勢

7月5日 6 津

7月5日 4 鈴鹿

7月11日 7 鳥羽・志摩

8月1日 4 四日市

10月7日 2 四日市

10月7日 2 四日市

10月15日 4 津

10月29日 11 桑名

11月5日 14 四日市

11月14日 2 名張

12月26日 2 四日市

1月16日 1 津

2月6日 5 四日市

19 87

No.16 参考資料

5252



 

№　　　17-1

令和6年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部道路建設課

戦略該当項目

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ②地方鉄道、支線路線の維持
戦略１－３－１） ①乗り継ぎ環境の整備
ア　駅前広場の整備（鉄道乗り継ぎ環境の整備）

交通計画
該当番号・施策

9 駅前広場の整備

事業名 駅前広場整備事業

事業内容

【継続事業】
　近鉄阿倉川駅において、駐輪場整備工事を行い供用を開始するとともに、駅
前広場整備工事に着手した。

　
　

令和７年度の
取組予定

　引き続き駅前広場整備工事を進め、７月末の完成を目指す。

5353



 

№　　　17-2

令和６年度の取組実績調査票

事業名 橋梁耐震化整備事業

事業内容

【継続事業】
　日永跨線橋 Ｐ１０橋脚の耐震補強工事を実施した。

　
　

令和７年度の
取組予定

　日永跨線橋の耐震化完了に向けて、Ｐ９橋脚の耐震補強工事を行う。

所属 四日市市都市整備部道路建設課

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ③鉄道の安全性の確保
ア　跨線橋の耐震化

交通計画
該当番号・施策

5454



 

№　　　17-3

令和６年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部道路建設課

戦略該当項目
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－１－１） ①幹線道路の整備

交通計画
該当番号・施策

事業名 幹線道路整備事業

事業内容

【継続事業】
　①小杉新町２号線は歩道橋の整備や道路工事を進め、事業進捗を図った。

　
　②泊小古曽線は道路工事を進め、事業進捗を図った。

令和７年度の
取組予定

　小杉新町2号線は歩道橋と一部区間の供用を開始する。泊小古曽線は引き続
き道路工事を進めるとともに、事業用地の買収を進める。

5555



 

№　　　17-4

令和６年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部道路建設課

戦略該当項目
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－１－１） ①幹線道路の整備

交通計画
該当番号・施策

事業名 幹線道路整備事業

事業内容

【継続事業】
　③垂坂１号線は工事が完了し、令和７年３月３１日に供用を開始した。

　
　

令和７年度の
取組予定

5656



 

№　　　17-5

令和６年度の取組実績調査票

事業名 産業支援・生活拠点道路整備事業

事業内容

令和７年度の
取組予定

　松本街道(赤堀小生線)は事業用地の買収を行い、事業の進捗を図る。
阿倉川野田線（野田二丁目東交差点）は交差点改良に向けた詳細設計等を行
う。

【継続事業】
　松本街道(赤堀小生線)は事業用地の買収を進め、一部区間で暫定拡幅工事を
実施した。

　霞ヶ浦垂坂線（羽津町交差点）は交差点改良工事が完了し、供用を開始し
た。

　
　

所属 四日市市都市整備部道路建設課

戦略該当項目
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－１－２） ①渋滞箇所の改善

交通計画
該当番号・施策

5757



 

№　　　17-6

令和６年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部道路建設課

戦略該当項目
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－２－１)　①歩行空間の整備

交通計画
該当番号・施策

事業名
東海道整備事業

交通安全施設整備事業

事業内容

【継続事業】
　大矢知富田1号線（東海道）において、側溝整備やカラー舗装を行った。

　
　

令和７年度の
取組予定

　大矢知富田１号線、釆女５１号線、富田金場線の整備を進める。

5858



 

№　　　17-7

令和６年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部道路建設課

戦略該当項目
戦略２　円滑な交通を支える道づくり
戦略２－２－１)　②自転車通行空間の整備

交通計画
該当番号・施策

事業名 自転車道整備事業

事業内容

【継続事業】
　末永滝川線において、自転車通行空間の整備を行った。

　
　

令和７年度の
取組予定

　高浜昌栄線の整備を進める。

5959



 

№　　　18-1

令和6年度の取組実績調査票

四日市市都市整備部道路管理課

レンタサイクル

戦略３　まちなかの賑わいづくり
戦略３－１－３） ①レンタサイクルシステムの充実

　自動車に過度に頼らず歩いて暮らせるまちの実現や、中心市街地の活性化
及び観光の促進につなげることを目的としたレンタサイクル事業を近鉄四日
市駅及びＪＲ四日市駅にて実施した。

貸出所：レンタサイクルポート近鉄（近鉄四日市駅北自転車等駐車場内）
　　　　レンタサイクルポートＪＲ（ＪＲ四日市駅構内）
利用対象者：１３歳（中学生）以上
利用時間：平日、土曜日：午前７時から午後８時まで
　　　　　日曜、祝休日：午前１０時から午後５時まで
利用実績：令和４年度　：４９台／日　　令和５年度　：４４台／日
　　　　　令和６年度　：４８台／日
　自転車利用者の利用の便を図るとともに、効果的・効率的経営をめざすた
め、レンタサイクルと近鉄四日市駅南・北自転車等駐車場について、指定管
理者による一体的な管理運営を行っている。

　指定管理者と連携しながら市内外へホームページ等で周知を行い、利用者
のニーズに対応していく。

事業内容

令和７年度の
取組予定

交通計画
該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名

6060



 

№　　　18-2

令和6年度の取組実績調査票

事業名 交通安全教育

事業内容

　子どもと高齢者の交通事故防止のため、交通安全教育指導員（通称：とみま
つ隊）により、自転車シミュレーター、パネルシアター等を活用して、市内の
保育園、幼稚園、小中学校、高校、老人会を中心に参加・体験・実践型の交通
安全教育を実施した。

　令和６年度実績：２１０回　　１８，３２４人
（うち自転車安全教育：１２３回　　１２，５６７人）

令和７年度の
取組予定

　交通安全教室の充実を図り、事故にあわない、起こさない交通事故防止の意
識づけのための積極的な交通安全教育を推進していく。

所属 四日市市都市整備部道路管理課

戦略該当項目

戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１)　②公共交通の利用や交通安全の教育
イ　自転車交通安全教室の開催
戦略４－１－３)　②交通安全教室の開催

交通計画
該当番号・施策

6161



 

№　　　19-1

令和６年度の取組実績調査票

事業名 EVバス導入促進事業補助金

事業内容

　本市では、公共交通における移動の脱炭素化を図り、地球温暖化対策の推
進及びゼロカーボンシティの構築に資することを目的として、市内において
EVバスの導入を行う事業者を支援しています。
※１台あたり５，０００千円　＜令和６年度実績：２台１０，０００千円＞

令和７年度の
取組予定

　引き続き市内公共交通機関での脱炭素化を目指し、EVバス等への補助を行
う。

所属 四日市市環境部環境政策課

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－３）　①カーボンニュートラルに向けた取組の推進
ア　ＥＶバス・水素バスなどの導入

交通計画
該当番号・施策

18 ＥＶバス・水素バスなどの導入

6262



 

№　　　19-2

令和6年度の取組実績調査票

四日市市環境部環境政策課

エコ通勤の取組

戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１)　①モビリティマネジメントの推進
ウ　エコ通勤・エコ通学の推進

　本市は市内のCO₂排出量を削減し地球温暖化を防止するため、霞ヶ浦地区環
境行動推進協議会（KIEP'S）と連携して、毎月第３水曜日にエコ通勤（公共
交通機関等による環境にやさしい通勤）を実施し、渋滞緩和により車の排気
ガス抑制に努めています。
　平成２５年７月からは四日市市役所、総合会館及び上下水道局に通勤する
職員を対象としたエコ通勤の実施アンケートを開始し、実施状況を把握する
とともにエコ通勤の取組みを推進してます。
※エコ通勤対象交通手段　公共交通機関・自転車・徒歩など
※エコ通勤対象外交通手段　自動車・オートバイ

　引き続き、KIEP'Sと協働してエコ通勤を実施する。

事業内容

令和７年度の
取組予定

20 エコ通勤・エコ通学の推進
交通計画

該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

　　エコ通勤デー 61.0 62.7 62.9 61.7 63.1 61.2 62.1 62.7 60.3 62.3 63.4 62.9

　　通常 57.5 60.4 59.4 59.3 59.8 58.2 59.6 61.2 57.6 59.3 59.4 60.3

55.0

57.0

59.0

61.0

63.0

65.0

エ
コ
通
勤
率
[%
]

令和５年度 エコ通勤率

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6363



 

№　　　20

令和6年度の取組実績調査票

四日市市健康福祉部高齢福祉課

訪問型サービスＢ事業

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－２－１） ③ＮＰＯバスなどへの支援

　介護保険法に基づく介護予防・日常生活支援事業の住民主体訪問型サービ
ス（訪問型サービスＢ）を実施する団体が、高齢者の生活支援の一環とし
て、外出の付き添い支援を実施。市は、サービスの実施を支援するため、活
動にかかる運営費を補助した。

外出付き添い
実施団体：１７団体（１４地区）
実施件数：のべ１１，５３０件
実施内容：支援が必要な高齢者に対して、通院、買い物等の外出の際の付き
添い支援を行った。

　虚弱となった高齢者の外出を支援するため、引き続き、事業実施団体への
支援を継続するとともに、実施団体の拡大を図っていきたい。

事業内容

令和７年度の
取組予定

12 地域の発意で公共交通を活性化する仕組みづくり
交通計画

該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名

6464



 

№　　　21-1

令和6年度の取組実績調査票

四日市市都市整備部都市計画課

三岐鉄道三岐線の鉄道施設更新、安全対策に向けた取り組み

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ②地方鉄道、支線路線の維持
ア　鉄道施設の計画的な更新による運行サービス、安全性の強化

　三岐鉄道三岐線の安全性の強化、列車運行サービスの向上のため、鉄道事
業者が実施する鉄道施設の更新、安全対策に対して国の補助制度（国・県・
市町の協調補助）に基づく関係者で構成する協議会を開催して協調補助によ
る支援を実施した。

○協議会名称：
三岐鉄道三岐線鉄道軌道安全輸送設備等整備推進協議会
　
○協議会の構成メンバー：
会員：いなべ市、東員町、三岐鉄道㈱、四日市市
オブザーバー：国土交通省中部運輸局鉄道部計画課長

○協議会の開催状況：
協議会を開催して関係者で協力することで合意を図った。

○令和６年度の事業内容
①鉄道軌道安全輸送設備等整備事業
　三岐線変電所機器更新工事（萱生変電所）
　四日市市協調補助額　１４，４８３，８２５円
          （事業費：１７３，８０５，９００円）

②鉄道施設安全対策事業
　三岐線橋梁補修工事（高見開渠、下松崎橋梁）
　四日市市協調補助額　１，１３７，５００円
        （事業費：１，９７０，０００円）

　今年度も引き続き、協議会を開催し、鉄道事業者が行う同事業に対して協
調補助による支援を行う。

①鉄道軌道安全輸送設備等整備事業
　三岐線変電所機器更新工事（丹生川変電所、車両更新）
　四日市市協調補助額１５，０００,０００円
        （事業費：１８０，０００,０００円）

②鉄道施設安全対策事業
　三岐線橋梁補修工事（東富田第二架道橋、西富田第三架道橋、中野第二開
渠他）
　四日市市協調補助額１，２５０,０００円
        （事業費：１５，０００,０００円）

事業内容

令和７年度の
取組予定

交通計画
該当番号・施策

所属

戦略該当項目

事業名

6565



 

№　　　21-2

令和６年度の取組実績調査票

事業名 四日市あすなろう鉄道線　鉄道施設の更新、維持修繕

事業内容

　
 列車の安全運行や利用者の安全確保を図るため、線路設備（枕木、道床、
ホーム上屋）、等の更新、修繕を行った。
　安全運行をするために、日々検査・点検等を行い、利用者の安全確保を
図った。

令和７年度の
取組予定

　引き続き、列車の安全運行、利用者の安全確保が図れるよう、計画的に鉄
道施設の更新や修繕を実施していく。

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－１） ②地方鉄道、支線路線の維持
ア　鉄道施設の計画的な更新による運行サービス、安全性の強化

交通計画
該当番号・施策

16 公有民営方式での四日市あすなろう鉄道の運行継続

【まくらぎ改良】

【ホーム上屋塗替え】

6666



 

№　　　21-3

令和6年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－２)　①バス路線網の再編
ア　幹線・支線バス化の実証運行

交通計画
該当番号・施策

1 中心市街地を中心とする将来公共交通網の明確化

事業名 こにゅうどうくんライナー運行対策補助

事業内容

　令和２年９月末の長沢線（三重交通のバス路線）の廃線に伴い、令和２年１
０月１日から、四日市市と三重交通が協力し、こにゅうどうくんライナーの運
行を開始した。
　こにゅうどうくんライナーの運行について、地域内フィーダー系統補助（国
庫補助）を得るため、地域公共交通計画の認定を受けた。

〇令和６年１０月～令和７年９月の事業費内訳（見込）
　　運行経費　１８,３５２千円
　　運行収入　　１,２２１千円

〇補助金
　　国庫補助（地域内フィーダー系統）・・・運行にかかる費用の２分の１
　　運行にかかった費用から国庫補助金を差し引いた残額を三重交通と市で負
担する。
（市は、こにゅうどうくんライナー運行対策補助金として三重交通に支出す
る）

令和７年度の
取組予定

　令和７年度も地域公共交通計画の認定申請を行い、国庫補助を得ながら三重
交通とともに利用促進を図り、路線維持に努める。

6767



 

№　　　21-4

令和6年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－１－３)　①カーボンニュートラルに向けた取組の推進
ア　EVバス・水素バスなどの導入
イ　連節バスの拡充

交通計画
該当番号・施策

18
19

EVバス・水素バスなどの導入
連節バスの拡充

事業名 三岐鉄道ＢＲＴ推進検討会の開催

事業内容

　三岐鉄道株式会社の連節バス導入に伴うＢＲＴの推進、及び、二酸化炭素排出抑制による地
域循環共生圏構築の推進について、関係者で協議するため、三岐鉄道ＢＲＴ推進検討会を設置
した。

１．設置日：令和３年２月２日

２．構成員
　学識経験者、三岐鉄道株式会社、キオクシア株式会社、四日市大学、四日市看護医療大学、
三重運輸支局、四日市北警察署、道路管理者、市都市整備部都市計画課、市環境部環境政策
課、その他検討会が必要と認める者

３．連節バス導入：令和４年４月１日から近鉄富田駅―キオクシア間で運行を開始
　　　　　　　　　令和７年４月１日から同区間で２台目連節バスの運行を開始

４．第９回検討会
（１）開催日：令和６年８月２０日
（２）内　容：
　　１）通勤・通学に関するアンケート結果について
　　２）キオクシア正門前バス停上屋について
　　３）キオクシア東門前バス停上屋について
　　４）バスロケーションシステム及びスマートバス停について
　　５）２台目連節バスの導入時のダイヤについて
　　６）今後の課題
　　７）今後のスケジュール

　　第１０回検討会
（１）開催日：令和６年１２月９日
（２）内　容：
　　１）キオクシア正門前バス停上屋について
　　２）キオクシア東門前バス停上屋について
　　３）２台目連節バスの導入時のダイヤについて
　　４）今後の課題について
　　５）今後の取り組みについて
　　６）今後のスケジュール

　　第１１回検討会
（１）開催日：令和７年３月１５日
（２）内　容：
　　１）キオクシア正門前バス停上屋について【報告】
　　２）キオクシア東門前バス停上屋について【報告】
　　３）キオクシア北門前バス上屋の新設について【意見聴取】
　　４）令和６年度の交通情報と連節バス運行によるCO2削減量について【報告】
　　５）２台目連節バスの導入時のダイヤについて【報告】
　　６）全キャッシュレスバス実証運行について【報告】
　　７）バスロケーションシステムの導入について【意見聴取】
　　８）今後のスケジュールについて

令和７年度の
取組予定

　連節バス導入後も検討会を開催し、令和７年度から運行を開始した２台目連節
バスの動向を確認しながら、関係者とともにＢＲＴ推進に取り組む。

6868



 

№　　　21-5

令和6年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－２－１)　①バス路線網の再編

交通計画
該当番号・施策

1 中心市街地を中心とする将来公共交通網の明確化

事業名 市自主運行バスの運行

事業内容

　事業者路線バスの廃止を受け、事業者にバスの運行を委託し、市自主運行
バスとして３路線を運行した。

１．山城富洲原線
（１）受託事業者：三岐鉄道株式会社
（２）運行区間：山城駅～下野地区～八郷地区～大矢知地区～
　　　　　　　　　富田地区～近鉄富田駅～富洲原地区
（３）年間利用者数：１３，１４４人（５月１８日を除く）

２．神前高角線
（１）受託事業者：三重交通株式会社
（２）運行区間：近鉄高角駅～菅原町～神前大日山～
　　　　　　　　　イオン四日市尾平店～近鉄四日市
（３）年間利用者数：１５，７７７人

３．磯津高花平線
（１）受託事業者：三重交通株式会社
（２）運行区間；磯津町地内～楠地区～近鉄塩浜駅前～
　　　　　　　　　イオンタウン四日市泊～海星中学・高校前～
　　　　　　　　　　医療センター～高花平団地
（３）年間利用者数：１８，０９２人

令和７年度の
取組予定

　令和７年度も引き続き、市自主運行バスを運行する。

6969



 

№　　　21-6

令和6年度の取組実績調査票

事業名 河原田地区AIデマンド交通実証運行事業

事業内容

　河原田地区では平成３０年に路線バス「四日市鈴鹿線」が廃止となり、地区
内に路線バスがなくなったことから、地区内の市街化区域の約６割が交通空白
地域となっており、住民の日常生活や学生の通学に欠かせない新たな移動手段
の構築が不可欠である。本実証事業では新たな移動手段としてAIデマンド交通
を構築し、既存の公共交通との乗り継ぎも推奨することで、公共交通全体の利
用促進を図る。
　令和６年度、令和７年度の２か年度の実証事業結果を基に、地域へのAIデマ
ンド交通導入の可能性を検討する。

〇実証事業における運行事業者（車両の運行）
　・三重近鉄タクシー株式会社

〇実証事業における運行支援事業者（予約管理等）
　・三重交通株式会社

〇令和６年度実施内容
　実施方法　AI活用型デマンド交通
　運行期間　令和６年１１月１５日～令和７年２月７日（５５日間）
　運行範囲　河原田地区及び市内隣接地区の商業施設等
　運行時間　６時３０分～２０時
　運 行 日　月曜日～金曜日
　車両台数　ワンボックスカー１台
　予約方法　アプリ、電話
　運　　賃　ゾーン制を採用
　　　　　　エリア内移動は３００円、エリア間移動は４００円

〇令和６年度実績
　乗車人数　３９２人（１日あたりの乗車人数　７．１人）

令和７年度の
取組予定

　地域から要望が多かった鈴鹿市への運行範囲の拡大や、土曜日の運行を実施
する等、運行内容の充実を図ることで令和６年度以上の利用実績を目指すとと
もに、地域需要の把握や今後の課題整理を行う。

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目

戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－２－１） ②支線バス路線網の再編
ア　交通不便地域などにおける支線バス路線、コミュニティバスへの転換、予
約型乗合タクシーなどの対策

交通計画
該当番号・施策

15 多様な輸送資源の活用検討

7070



 

№　　　21-7

令和6年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－２－１） ②支線バス路線網の再編
イ　市街化調整区域の公共交通不便地域におけるデマンドタクシーなどの運行

交通計画
該当番号・施策

1
14

中心市街地を中心とする将来公共交通網の明確化
市街化調整区域の公共交通不便地域におけるデマンドタクシーなどの運行

事業名 四日市市デマンドタクシー

事業内容

　平成２９年度～令和元年度に実施したデマンド交通社会実験の結果を踏ま
え、令和３年１０月１日から四日市市デマンドタクシーを開始。四日市市デマ
ンドタクシーとは市街化調整区域内の公共交通不便地域にお住まいの方の公共
交通利用環境改善のため、予約に応じてタクシーを運行するサービス。利用登
録申請をしてもらい、利用対象者として登録されると利用登録証と利用券が交
付。利用券は１か月あたり８枚利用でき、１枚でタクシー料金から５００円を
割り引き。タクシー料金から利用券で割り引いた残額は利用者負担となる。

〇利用対象者
　・四日市市内の市街化調整区域内に住所を有すること
　・最寄りの鉄道駅から直線距離で８００メートルより離れたところに住所を
　　有すること
　・一般乗用旅客自動車運送事業の最寄りの停留所から直線距離で
　　３００メートル以上離れたところに住所を有すること
　・利用の申請の時点で満７０歳以上であること

〇利用できるタクシー会社
　・名鉄四日市タクシー株式会社・株式会社三交タクシー・三重近鉄タクシー
　　株式会社・四日市つばめ交通株式会社・勢の國交通株式会社・有限会社尾
高

〇令和６年度実績
　・利用登録者　　　　　　２４３人（うち実利用者　１３７人）
　・利用券の使用枚数　４，０４７枚

〇令和６年度からの利用要件見直し事項
　・１ヶ月に利用できる枚数の上限を撤廃する。
　・利用券の使用は乗車料金５００円ごとに１枚とする。
　・年間に利用できる枚数を試験的に最大１９２枚にする。
　・一部バス停の距離要件を撤廃する。

令和７年度の
取組予定

　令和７年度も四日市市デマンドタクシーを実施しつつ、令和６年度からの見
直し事項のうち試験的に実施するものの効果の検証を行う。
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№　　　21-8

令和6年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－２－１） ③ＮＰＯバスなどへの支援

交通計画
該当番号・施策

13 地域の代表者向けノウハウ集の作成

事業名
四日市市市民自主運行バス事業補助金及び

四日市市市民自主運行バス強化促進事業費補助金
（ＮＰＯ法人生活バス四日市への補助金交付）

事業内容

令和６年度の補助金交付

（１）四日市市市民自主運行バス事業補助金
　市民が主体となって運行するバス事業に対し補助金を交付することにより、
バス運行の維持を図り、もって地域住民の利便性と福祉の向上に資することを
目的とし、補助金を交付した。

基　準：補助対象経費の２分の１
交付額：６，７００千円

（２）四日市市市民自主運行バス強化促進事業費補助金
　市民が主体となって運行するバスの強化促進事業に対し補助金を交付するこ
とにより、利用促進活動の活性化を図り、地域住民の利便性と福祉の向上にし
することを目的とし、補助金を交付した。
基　準：①運賃収入の２分の１
　　　　②バス路線の沿線地域等による支援・協賛金の２分の１
　
交付額：２，４４１千円

令和７年度の
取組予定

　令和７年度もＮＰＯ法人生活バス四日市へ補助金交付を行う。
　関係者とともに生活バスよっかいちの維持に取り組む。

7272



№　　　21-9

令和6年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目
戦略１　自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
戦略１－３－１)　②公共交通の利用しやすい環境づくり
ア　バス待ち環境の改善

交通計画
該当番号・施策

26 バス待ち環境の改善

事業名 四日市市バス待ち環境整備事業補助金

事業内容

　四日市市地域公共交通計画ではバス待ち環境の改善を行う実施主体として従来
の交通事業者に加えて市も実施主体に位置づけている。交通事業者と市で協力し
てバス待ち環境の改善に取り組むため、交通事業者が行うバス待ち環境整備事業
に対して、市が支援を実施した。

〇制度概要
（補助対象事業者）
・道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）第３条第１号イに規定する一般乗合
旅客自動車運送事業を行う交通事業者

（補助対象事業）
・路線バス待合所の上屋の新設又は更新を行う事業
・路線バス待合所の腰掛の新設又は更新を行う事業
・その他バス待ち環境の向上に寄与する事業

（補助率）
・１/２
　
（補助金額の上限）
・バス停１箇所につき１００万円

○令和６年度の事業内容
①実施内容　　　：（１）「キオクシア東門前」の上屋新設
　　　　　　　　　（２）「キオクシア正門前」の上屋改良
　補助事業者　　：三岐鉄道株式会社
　四日市市補助額：１，１９９，０００円
　（総事業費：７，０５２，０００円）※国庫補助分除く

＜新設した上屋＞

②実施内容　　　：「西伊倉」の上屋更新
　補助事業者　　：三重交通株式会社
　四日市市補助額：８５０，０００円
　（総事業費：１，７００，０００円）

令和７年度の
取組予定

　今年度も引き続き、交通事業者が行う同事業に対して支援を行う。

○令和７年度の実施予定箇所
①実施箇所　　　：キオクシア北門　上屋新設
　実施事業者　　：三岐鉄道株式会社
　
②実施箇所　　　：キオクシア東門　上屋新設
　実施事業者　　：三重交通株式会社
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№　　　21-10

令和６年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目
戦略３　まちなかの賑わいづくり
戦略３－１－１） ①自動運転の導入に向けた取組推進
　　　　　　　   ②パーソナルモビリティの導入に向けた取組推進

交通計画
該当番号・施策

5
6

自動運転の導入に向けた取組推進
パーソナルモビリティの導入に向けた取組推進

事業名 四日市市モビリティ実証実験（自動運転導入検討会議）

事業内容

　今後、中央通りで整備していく歩行者中心の空間の中で、環境にやさしく低速で
まちなかの回遊性を高める効果が期待されるグリーンスローモビリティを走行さ
せ、実装に向けた課題を探りました。

■実証実験の概要
（１）自動運転バス
期　間：１１月６日（水）～１１月２７日（水）（月曜日除く）
　　　　※ニワミチ社会実験 ニワミチスポットてらす　同日開催（平日のみ）
時　間：１０：００～１７：００
車　両：ＡＲＭＡ（１台）、ＥＶＯ（１台）
場　所：近鉄四日市駅西側

（２）パーソナルモビリティ
期　間：１１月６日（水）～１１月２７日（水）の金土日
　　　　※三重県警察による講習会は11/16のみ
　　　　　電動アシスト自転車試乗会は11/17.23のみ
時　間：１０：００～１５：００
車　両：電動キックボード（６台）・電動アシスト自転車

令和７年度の
取組予定

　引き続き、自動運転等の実証実験を進めていく。

電動キックボード（特定小型原動機付自転車）

（ＢＩＲＤ）

自動運転バス（ＡＲＭＡ（左）・ＥＶＯ（右））

7474



 

№　　　21-11

令和6年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目
戦略３　まちなかの賑わいづくり
戦略３－１－２） ①MaaSの活用

交通計画
該当番号・施策

30 MaaSの活用

事業名
デジタルポイントラリー

（四日市スマートリージョン・コア推進協議会）

事業内容

　各種公共交通の一括予約・決済システムの構築による広域及び市内の移動円
滑化と、駐車場予約などの機能を組み合わせた拡張型MaaSを構築することとし
ており、令和６年度については、自動運転等実証実験を連携したまち歩きイベ
ント（デジタルポイントラリー）を実施した。デジタルスタンプラリーのシス
テムには、公共交通及び自動運転バス情報、駐車場満空情報の表示機能を拡充
した。

令和７年度の
取組予定

　引き続きMaaS導入に向けた検証を進めていく。

■表示機能の拡大

・バスの時刻表

・駐車場満空情報

・自動運転満空情報
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№　　　22-12

令和6年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目
戦略３　まちなかの賑わいづくり
戦略３－２－１)　①中央通りの空間づくり　②スマートシティに向けた取組

交通計画
該当番号・施策

9 駅前広場の整備

事業名 中央通り再編事業

事業内容

　リニア中央新幹線開通の効果を最大限享受できるよう、近鉄四日市駅周辺か
らＪＲ四日市駅にかけての中心市街地において、駅前広場の再編や両駅を結ぶ
幅員70mを有する中央通りを歩行者中心の街路空間として再整備するなど、本
市の玄関口の交通結節機能を強化するとともに、郊外部の商業施設や駅などか
ら基幹的な公共交通に快適に乗り換えができるような交通結節点の整備に取り
組む。
【令和６年度】
①中央通りの空間づくり
≪西浦通り～市民公園東（先行整備区間）ほか≫
・市民公園が完成
・社会実験「ニワミチスポットてらす」を開催（11月6日～11月27日）
≪近鉄四日市駅周辺≫
・円形デッキの土木工事が完成、建築工事が着工
・直線デッキの工事に着手
・国によるバスターミナル整備工事が着工
≪国道1号～JR四日市駅≫
・南側の歩道整備工事が完成
≪その他≫
・中央通り再編関係者調整会議を開催
・近鉄四日市駅バスターミナル検討部会を開催

②スマートシティに向けた取組
・市民公園へデジタルサイネージを整備
・フリーWifiのエリアを拡大
・沿道空間利用マネジメントシステムの試行版完成

令和７年度の
取組予定

・近鉄四日市駅周辺の歩行者デッキの整備
・中央通り南側への車道の集約
・中央通り公園の整備に着手
・上記工事の進捗に合わせたスマートインフラの整備
・スマートシティ実装化支援事業による取組みの実装

社会実験「ニワミチスポットてらす」の様子

市民公園のデジタルサイネージ

円形デッキ桁架設完了の様子
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№　　　21-13

令和６年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１） ①モビリティマネジメントの推進
ア　シンポジウムなど交通イベントの実施

交通計画
該当番号・施策

7 中心市街地のイベントとのタイアップ

事業名 四日市市環境フェアにおける公共交通の利用促進のための取り組み

事業内容

四日市市都市総合交通戦略協議会のブースを設け、公共交通に関するパネ
ル、ポスターの展示によるPR活動や、環境に優しい公共交通を知ってもらう
ためのクイズを実施し、回答者にはノベルティグッズをプレゼントした。

実 施 日：令和６年１２月１４日（土）
実施時間：１０時から１５時３０分
実施場所：四日市市地場産業振興センター じばさん
参加人数：約５００人
クイズ景品配布数
　・せっけん　　　　　１８個
　・マスキングテープ　２０個
　・ボールペン	　　　　１９個
　・ふせん　　　　　　１３個
　・クリアファイル　　１４個
　　　　　　　　　　合計８４個

　

令和７年度の
取組予定

　引き続き環境フェアにおいてブース出展を行い、公共交通が環境にやさし
いこと等をＰＲする。
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№　　　21-14

令和６年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

交通計画
該当番号・施策

24 鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

事業名 赤堀ふれあいまつりでの四日市あすなろう鉄道利用促進活動

事業内容

　第１７回「赤堀ふれあいまつり」に出展し、利用促進を行った。

〇日時：令和６年１０月７２日（日）
　内容：四日市あすなろう鉄道のオリジナルシール、沿線マップ
　　　　四日市あすなろう鉄道クイズ等の配付

令和７年度の
取組予定

　令和７年度も赤堀ふれあいまつりに出展予定。
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№　　　21-15

令和６年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

交通計画
該当番号・施策

24 鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

事業名
四日市あすなろう鉄道を活用したまちづくり事業

（プロポーザル事業）

事業内容

　四日市あすなろう鉄道を活用した企画の提案を募り、まちづくり活動の推
進を図るため、「四日市あすなろう鉄道を活用したまちづくり事業」の業務
委託を、公募型のプロポーザル方式にて実施。
　令和６年度は、５団体６件の応募があり、プロポーザル方式による審査を
経て、５件を採用した。

〇採用事業
　・四日市あすなろう鉄道秋の夕べ（日永駅構内音楽イベント）
　・Café列車（貸切列車イベント）
　・音楽のまちよっかいちに駅ピアノがやって来た！第４弾
　・わくわく！うきうき！あすなろう鉄道ポイントラリー
　・四日市あすなろう鉄道10周年パンフレット作成

令和７年度の
取組予定

　令和７年度も引き続きプロポーザル事業を実施する。
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№　　　21-16

令和６年度の取組実績調査票

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１）　①モビリティマネジメントの推進
イ　鉄道・バスを利用した観光イベントなどの継続実施

交通計画
該当番号・施策

24 鉄道・バスを利用した観光イベントなどの実施

事業名 四日市あすなろう鉄道の利用促進の取り組み（イベント列車）

事業内容

　四日市あすなろう鉄道の活性化とPRを図ることを目的としたイベントを開
催した。

【イベント概要】
　中心市街地で開催される「YOKKAICHI WINTER ILLUMINATION」にあわせて、
１１月１日（金）から、「四日市あすなろう鉄道イルミネーション列車」を
運行。
　昨年度に引き続き、ブルーのイルミネーション、グリーンとゴールドのイ
ルミネーションの電飾を天井に設置し、令和６年度は床と窓にも装飾を追加
し、運行した。

【実施期間】
　令和６年１１月１日（金）～令和７年２月２８日（金）

令和７年度の
取組予定

　令和７年度も引き続き、四日市あすなろう鉄道の利用促進に取り組む。
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№　　　21-17

令和６年度の取組実績調査票

事業名 バスの乗り方教室

事業内容

　公共交通の利用促進を図るため、三重交通（株）と合同で、四日市公害と環
境未来館が主催する、小学生と保護者向けの「公共交通の乗り方教室」を実施
した。

実 施 日：令和６年９月１６日（月・祝）
実施時間：１０時から１２時３０分
実施場所：四日市公害と環境未来館、三重交通（株）四日市営業所
参加人数：２２人（こども：１３人、大人９人）
内　　容：①公共交通の利用促進（市職員による座学）
　　　　　②バス乗車時のマナーについて（三重交通による座学）
　　　　　③バス乗車体験（三重交通）
　　　　　　・バスの乗り方について
　　　　　　・車イス体験
　　　　　　・洗車体験

令和７年度の
取組予定

　引き続き、公共交通（バス）の利用促進が図れるよう、乗り方教室を実施し
ていきたい。

所属 四日市市都市整備部都市計画課

戦略該当項目
戦略４　市民・公共交通事業者・行政の連携づくり
戦略４－１－１） ②公共交通の利用や交通安全の教育
ア　公共交通の乗り方授業の開催

交通計画
該当番号・施策

33 公共交通の乗り方教室の開催

8181


